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１．議事日程 

  （平成１６年度安芸高田市予算審査特別委員会小委員会（文教常任委員会）） 

平成１６年７月６日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

於 本 庁 ３ 階 旧 議 場 

  開 会 

  議 題 

（１） 議案第３７号  平成１６年度安芸高田市一般会計予算 

 

  閉 会 

 

 

２．出席委員は次のとおりである。（１１名） 

   委員    今 村 義 照     委員    青 原 敏 治 

   委員    秋 田 雅 朝     委員    高 坂 広 一 

   委員    新 出 達 夫     委員    松 村 ユキミ 

   委員    入 本 和 男     委員    浮 田 洋 吾 

   委員    望 月   桂     委員    宮 本 房 宏 

   委員    鳴 石   勧      

 

 

３．欠席委員は次のとおりである。（１名） 

委員    住 広   章 

 

 

４．安芸高田市議会委員会条例第２１条の規定により出席した者の職氏名（１７名） 

市     長  児 玉  更太郎   助     役  増 元  正 信 

総 務 部 長  新 川  文 雄   財 政 課 長  垣 野 内   壮   

収  入  役  藤 川  幸 典   教  育  長  佐 藤    勝 

教 育 参 事  沖 野  清 治   教育総務課長  上 川  裕 芳 

学校教育課長  杉 山  俊 之   生涯学習課長  河 野  正 治 

吉田幼稚園長  田 丸  文 枝   吉田教育分室長  富 田  道 明 

八千代教育分室長  中 村  保 子   美土里教育分室長  宮 本  八 郎 

高宮教育分室長  小 田  洋 介   甲田教育分室長  升 田  寿 子 

向原教育分室長  兼 近    環    

 

５．職務のため出席した事務局職員の職氏名（４名） 

   事 務 局 長   増 本 義 宣    次長兼総務係長   光 下 正 則 

   議 事 調 査 係 長   児 玉 竹 丸    書      記   新 谷 洋 子 
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～～～～～～～～～○～～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開会 

○今村委員長  おはようございます。ただ今から16年度の予算審議に入るわけでござ

いますが、当常任委員会におきましては、これからの安芸高田市の教育

全般の問題について、慎重なる十分な審議を賜りたいと思います。 

以上、よろしくお願いをいたします。 

ただ今の出席委員は、11名でございます。定足数に達しておりますの

で、これより予算審査小委員会として、文教常任委員会を開会をいたし

ます。 

本日の審査日程は、お手元に配付したとおりでございます。 

それでは、議事に入ります。 

予算審査特別委員会から審査委託を受けました、議案37号平成16年度

安芸高田市一般会計予算の内、文教常任委員会所管の予算審査の件を議

題といたします。 

教育委員会事務局所管予算の説明を求めます。 

○佐藤教育長  委員長。 

○今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  それでは、予算のご説明に先立ちまして、先般美土里町におきまして

出没いたしました熊の対策につきまして、文教委員の皆様方には児童、

生徒の安全ということで大変ご心配をおかけしました。7月5日の市内一

斉放送にもありましたように、その後被害に遭ったり目撃した情報もな

く、お陰をもちまして熊は本来の住処である山奥へ帰ったんではないか

と、このように思っております。しかし、またいつ出没するかもしれず、

保護者、地域の皆さんの協力を得ながら児童、生徒の安全確保に努めて

参りたいと思います。予算の説明に入ります前に、熊のことについて説

明させてもらいました。 

それでは、本日審議いただきます平成16年度安芸高田市教育委員会予

算につきまして、教育長として全体的な歳出の概要を説明させていただ

きます。詳細につきましては、各担当課長より説明させますのでよろし

くお願いいたします。 

それでは予算書の6ページをお開きいただきたいと思いますが、そこ

に10款の教育費の歳出についてのまとめがしてございます。総額は20億

9,279万4,000円となっております。1項の教育総務費が2億1,892万8,000

円、2項の小学校費が2億7,693万6,000円、3項の中学校費が1億5,768万1,

000円、4項の幼稚園費が3,148万8,000円、5項の社会教育費が4億9,569

万1,000円、6項の保健体育費が9億1,207万円となっております。各項の

内容につきましては、先ほど申し上げましたとおり担当課長が説明をい

たします。 

○今村委員長  続いて、上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  それでは、これから平成16年度安芸高田市教育委員会の予算につきま

して、概要を説明させていただきます。歳入からご説明申し上げます。
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歳入につきましては教育委員会の教育総務課の方で説明をさせていただ

きます。 

予算書の18ページをお開き下さい。12款分担金及び負担金、2項負担

金、3目教育費負担金としまして341万1,000円を計上させていただきま

した。内訳は、小学校費負担金41万4,000円、中学校費負担金22万5,000

円、幼稚園費負担金277万2,000円であります。小学校費負担金、中学校

費負担金につきましては独立行政法人日本スポーツ振興センターと申し

まして、以前は学校安全会と呼んでおりましたところですが、そこの保

護者負担金でございます。幼稚園負担金は保護者の負担金でございまし

て、園児数42人かけ6,000円かけ11ヶ月分で夏休みを除いてでございま

す。 

続きまして19ページでございますが、13款使用料及び手数料、1項使

用料、8目教育施設使用料としまして4,751万9,000円を計上させていた

だきました。内訳は、社会教育施設使用料といたしまして551万6,000円、

保健体育施設使用料として4,200万3,000円でございます。社会教育施設

使用料の内、文化施設使用料は539万1,000円は、美土里のまなび、八千

代の丘美術館、吉田歴史資料館、高宮のパラッツォ、甲田のミューズな

どの使用料を見込んでおります。また保健体育施設使用料の内、体育施

設使用料としまして各町のグランド、海洋センター、吉田のサッカー公

園などの使用料を見込んでおります。この中で大きなものはサンフレッ

チェから納めていただきます吉田サッカー公園の年間使用料3,500万円、

またサッカー公園、運動公園の自動販売機設置料73万円などでございま

す。 

22ページから23ページをお開き下さい。14款国庫支出金、2項国庫補

助金、7目の教育費国庫補助金といたしまして9,033万8,000円を計上さ

せていただいております。内訳といたしまして、大きなものは保健体育

費の8,631万8,000円でございます。これは吉田サッカー公園に隣接して

建設しております温水プールの国庫補助金、補助対象部分の3分の1補助

でございますが、それでございます。 

続きまして28ページをお開き下さい。15款県支出金、2項県補助金、8

目教育費県補助金といたしまして168万8,000円を計上させていただきま

した。内訳としましては、教育総務費補助金と社会教育費補助金であり

ます。次の29ページに移っていただきまして、15款県支出金、3項委託

金、7目教育費委託金といたしまして336万2,000円を計上させていただ

いております。これは社会教育県委託金でございまして、地域と学校が

連携協力した福祉活動、体験活動推進事業と、家庭教育支援総合推進事

業の2事業分でございます。 

次に、少し飛んでいただきまして36ページをお開き下さい。20款諸収

入、5項雑入、4目の雑入でございますが、説明の欄をご覧いただきたい

のですが、右の下の方でございます。教育総務課関係雑入20万2,000円、

学校教育課関係雑入3万円、生涯学習課関係雑入693万8,000円の合計で7
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17万円を計上させていただいております。生涯学習課関係雑入693万8,0

00円の内で主なものはスポーツ振興くじ助成金468万円でございます。 

次の38ページに移っていただきまして、21款市債、1項市債、8目教育

債といたしまして2億2,500万円を計上させていただいております。これ

は吉田サッカー公園の付近に2ヵ年継続事業で建設中であります温水プ

ール整備事業のための市債であります。ただ今申し上げました金額を合

計しますと3億7,848万8,000円になろうかと存じます。 

以上、教育委員会関係の歳入について概要を説明させていただきまし

た。 

次に、歳出について概要をご説明申し上げます。初めのところで教育

長が6ページで申し上げましたように、教育費といたしましては合計額

が20億9,279万4,000円でございます。その内訳は教育総務費、小学校費、

中学校費、幼稚園費、社会教育費、保健体育費等、金額は教育長が申し

ましたので書いてございますが、省略をさせていただきます。これから、

これらの概要につきまして各担当課長より順次説明させていただきます。 

81ページをお開き下さい。10款教育費、1項教育総務費、1目の教育委

員会費といたしまして376万2,000円をお願いしております。節のところ

にありますように、教育委員さん4名の報酬225万6,000円と、あとはご

覧いただきますように旅費、交際費、負担金補助及び交付金でございま

す。次の2目事務局費でございますが、2億1,516万6,000円をお願いして

おります。この2目事務局費につきましては、教育総務課と学校教育課

の予算が合わさって計上してありますので、初めに教育総務課の方から

説明をさせていただきます。1節の報酬2,245万3,000円は、英語指導助

手6名の報酬がほとんどでございます。2節の給料6,502万8,000円、3節

の職員手当等3,859万5,000円、4節の共済費1,324万3,000円は、教育長

を含む教育総務課と学校教育課職員の人件費でございます。なお、4節

の共済費の中には英語指導助手の社会保険料も含まれております。7節

の賃金は臨時職員雇用のためのものでございます。8節の報償費199万8,

000円は、学力向上研修会などの講師謝金であります。9節の旅費381万7,

000円は、教育長及び教育総務課、学校教育課職員の旅費、それから英

語指導助手の旅費でございます。11節の需用費494万4,000円は、教育委

員会事務局で使います消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕

費などでございます。12節の役務費170万6,000円は、電話料やインター

ネットプロバイダー料でございます。13節の委託料549万8,000円は、学

校教職員の検診や児童、生徒の尿検査、それからマイクロバスの運行委

託料、浄化槽管理委託料などでございます。14節の使用料及び賃借料78

2万6,000円は、土地建物、それからパソコン、コピー機等の使用賃借に

伴うものでございます。15節の工事請負費177万1,000円は教育委員会が

入っております庁舎の2階にエアコンを設置したり、ブラインド設置、

それから警備保障の設置、それから各学校長と教育委員会を結びますパ

ソコンのラン工事をですね、学校の教員室まではランが入っております
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が、校長室まで行ってないというところがございまして、そこのランの

工事の工事費でございます。18節の備品購入費ですが、事務用ロッカー

等購入のためのものでございます。以下教育総務費の19節以降につきま

しては、杉山学校教育課長からご説明申し上げます。 

なお、この2目事務局費2億1,516万6,000円をどんなことに使うのかと

いうものをまとめましたのが説明欄にございますので、ご覧をいただき

たいのですが、特別職人件費として1,342万6,000円、一般職人件費とし

て1億344万円、それから事務局総務管理費として7,016万6,000円、それ

から英語指導助手招致事業費として2,813万4,000円というようになって

おります。それでは杉山学校教育課長とかわります。 

○杉山学校教育課長  委員長。 

○今村委員長  続いて、杉山学校教育課長。 

○杉山学校教育課長  続きまして、学校教育関係の予算の概略説明をさせていただきます。

81ページの19負担金補助及び交付金の2,635万2,000円でございますが、

これは特色ある学校づくり、小学校分が610万6,000円、中学校分が409

万円を計上しております。これは小学校、中学校で教育委員会へ特色あ

る計画の事業計画書を提出していただきまして、承認された学校だけで

執行するものであります。一応今のところ一律配当しない考えでおる補

助金でございます。次に扶助費でございますが、20扶助費につきまして

は要保護、準要保護児童、生徒の就学援助につきまして支出する予算で

ございます。それぞれ小学校が772万6,000円、中学校で602万円を計上

させていただいております。次に21の貸付金でございますが、この貸付

金につきましては、安芸高田市奨学金貸付条例に基づきまして170万円

を計上しているものでございます。 

次に82ページをお開きいただきたいと思います。10の教育費、項の2

の小学校費、目の1学校管理費でございますが2億7,693万6,000円を計上

しております。これは小学校の管理費として事務局費が所管しますもの

が7,005万4,000円でございます。その中身につきましては、主な予算で

は工事設計委託料が200万円、それから工事請負費4,300万円、備品購入

費860万円等でございます。それからその下の説明の欄の小学校共同事

務センター1,167万6,000円の予算の中身でございますけど、これは高宮

町の3小学校が経費の内、共通する経費について各小学校の予算科目へ

計上しないで、この予算に計上して共同事務をするものであります。3

小学校の予算から除いているものにつきましては、8の報償費9万5,000

円、11の需用費584万8,000円、12の役務費59万1,000円、13の委託料238

万円、14の使用料及び賃借料245万3,000円、19の負担金補助及び交付金

が30万9,000円、併せて1,167万6,000円を高宮中学校の事務室において

週1回関係事務について共同事務をしております。 

次に、それ以外の13の小学校の予算につきましては、3月の暫定予算

の審議の時に概要説明をさせていただいておりますように、学校運営の

経常経費でございます。今回は説明を省略させていただきましてご理解



 237

をいただきたいと思います。 

次に83ページをお願いいたします。項の3の中学校費でございます。

目の1学校管理費1億5,768万1,000円についての説明をさせていただきま

す。説明の欄へ学校管理費、事務局費4,232万8,000円の主なものにつき

ましては、1の報酬の546万3,000円、8の報償費337万5,000円、13の委託

料の内、業務委託料が400万円、15の工事請負費1,200万円、備品購入費

840万円であります。それからその下の中学校共同事務センターの656万

4,000円の内訳でございますが、先ほど小学校で説明しましたように高

宮中学校で、高宮の3小学校と一緒に共同事務をするため、高宮中学校

費の予算から除いた予算額でございます。内容は小学校と科目は一緒で

ありますので、説明を省略させていただきたいと思います。なお、それ

以外の吉田中学校他、5中学校の予算も小学校同様でありますので省略

させていただきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。

説明の中の朝光寮の寄宿舎の予算でございますが、1,667万5,000円計上

させていただいております。その内、特定財源で国庫支出金162万8,000

円計上しておりますが、これは326万4,000円の2分の1の国庫補助でござ

います。予算の中身につきましては、主なものは1の報酬、寮母等の報

酬で615万6,000円、それから給食調理等の7の賃金221万5,000円、修繕

費等で15の工事請負費で210万円、居住費等の19の負担金補助及び交付

金で326万4,000円を計上させていただいております。 

次に84ページの幼稚園費は幼稚園長に説明をしていただきまして、89

ページをお願いいたします。項の6の保健体育費の中の目の2の学校給食

費でございます。1億7,253万7,000円の計上をしておりますけど、これ

は説明のところへ書いてありますように、一般職員の人件費が1億1,622

万2,000円でございます。これは甲田は学校にありますので除いた5ヵ所

の学校給食センターで働いておられる職員さん13人分の人件費でありま

す。その他の予算で、非常勤で働いておられる職員さん6人分の報酬が1,

713万7,000円、それから臨時職員さん、これは代替えの職員さん含めま

して16人分の賃金が746万9,000円でございます。施設管理及び調理関係

の予算をその他計上をさせていただいております。 

以上、学校教育課関係の予算を終わります。よろしくお願いします。 

○今村委員長  続いて、河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  それでは、生涯学習の関係の歳出について説明をいたします。85ペー

ジをお開き願います。 

1目の社会教育総務費1億6,349万2,000円でございますが、この内訳と

しましては説明欄にございますものでございます。一般職員の人件費、

これは生涯学習課、それから八千代分室、美土里分室の職員人件費であ

ります。それから社会教育総務管理費としまして2,290万7,000円ござい

ますが、この主なものとしましては1節の報酬でございます。1,210万。

社会教育委員でありますとか、公民館運営審議会委員でありますとか、

図書館協議会委員、その他に社会教育指導員の報酬でございます。社会
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教育総務管理費その他主なものとしましては、8節の報償費623万9,000

円の内259万5,000円、これは講師謝礼金等でございます。それから19節

の負担金補助及び交付金、この内297万2,000円ございます。文化協会で

ありますとか、県民文化祭負担金等でございます。それから生涯学習推

進事業費1,836万円でございますが、この主なものとしましては8節の報

償費でございます。334万7,000円をみております。これは講師謝金でご

ざいます。それから委託料の内344万4,000円をみております。講師委託

料でございます。それから使用料及び賃借料14節でございますが、この

内234万8,000円をみております。これはバス借り上げ等でございます。

それから19節の負担金及び交付金の内319万9,000円をみております。主

なものとしましてはＰＴＡの補助金でありますとか、町子連の補助金等

でございます。それから国際交流事業費719万3,000円でございますが、

この主な事業としましてはセルウィン町との交流事業、それからシンガ

ポールとの交流事業でございます。主な支出としましては19節の負担金

及び補助金、この内486万円でございます。それから社会教育施設管理

費857万7,000円でございますが、教育集会所、それから甲田の基幹集落

センター、それから向原の集会所等の維持管理費でございますが、主な

ものとしましては15節の工事請負費でございます。490万甲田の基幹集

落センターの屋根修繕工事をみております。それから同じく85ページの

2目の公民館費でございます。1億5,014万7,000円でございますが、説明

欄にありますように一般職員人件費、これは吉田、向原の教育分室の人

件費をみております。それから説明欄の内訳でございますが、吉田公民

館1,803万1,000円、これにつきましては主なものとしまして1節の報酬2

13万6,000円をみております。図書館司書に関係するものでございます。

それから11節の需用費659万1,000円をみておりますが、主なものとしま

しては施設の維持関係の費用でございます。それから八千代の公民館1,

699万2,000円でございますが、主なものとしましては1節の報酬213万6,

000円、それから委託料450万、それから19節の負担金補助及び交付金で

776万9,000円をみております。それから美土里北生公民館107万3,000円

でございますが、主なものとしまして報償費21万6,000円みております

が、その他維持経費でございます。それから美土里生涯学習センターま

なび686万2,000円でございますが、主なものとしましては施設の委託料

13節195万9,000円をみております。それから美土里公民館303万3,000円

でございますが、主なものとしましては8節の報償費170万、講師謝金を

みております。それから19節の負担金補助及び交付金で105万7,000円、

高齢者大学等の補助金をみております。それから高宮公民館167万円で

ございますが、主なものとしまして8節の報償費22万5,000円見ておりま

すがその他維持経費でございます。それから甲田公民館904万8,000円で

ございますが、主なものとしまして14節の使用料及び賃借料、これは13

9万4,000円みておりますが、バス借り上げ料が主なものでございます。

それから15節の工事請負費75万6,000円をみております。これは下水道
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の工事でございます。それから向原の公民館1,044万5,000円でございま

すが、主なものとしまして施設の維持管理費の他に14節の使用料及び賃

借料で277万3,000円みておりますが、下水道の使用料が主なものでござ

います。それから若者センター887万2,000円でございますが、主なもの

としましては1節の報酬。若者センターの所長の報酬でございます。そ

れから13節の委託料283万3,000円みておりますが、宿日直の料でござい

ます。それから14節の使用料及び賃借料で196万1,000円みておりますが、

下水道の使用料でございます。美土里の山村開発センター548万7,000円

につきましては、農林水産部の方で所管をしておる経費でございます。

それから86ページの3目図書館費でございます。図書館費1,622万7,000

円、これにつきましては説明欄にあります田園パラッツォの図書館費、

それから甲田図書館費に関わるものでございます。主なものとしまして

は1節の報酬でございます。これは図書館室長に関係するものでござい

ます。それから臨時職員の賃金をみております。それから主なものとし

ましては18節の備品購入費400万円をみておりますが、これは図書の購

入費等でございます。両館とも200万ずつみております。 

それから87ページでございますが4目の人権教育費、これは人権教育

推進事業費として129万1,000円をみておりますが、主なものとしまして

は8節の報償費48万6,000円、講師謝金等でございます。委託料50万円に

つきましても講師の委託料でございます。それから5目の文化財保護費1,

088万2,000円でございますが、説明欄にございます文化財保護費993万7,

000円でございます。この主なものとしましては1節の報酬92万4,000円

でございますが、これは文化財保護審議会の委員報酬等でございます。

それから主なものとしましては工事請負費322万円がございます。これ

は史跡の維持補修費、並びに説明板等の工事請負費でございます。それ

から19節の負担金補助及び交付金でございますが、これは芸能保存会の

補助金でございます。それから文化財調査費として94万5,000円ござい

ますが、これは試掘調査費に係るものでございます。主な場所としまし

ては、甲田であります県営のほ場整備の試掘調査でございます。その他

をみております。次に同じく87ページの6目の文化施設費でございます。

1億5,365万2,000円でございますが、この説明欄にございます一般職員

人件費、これは高宮、甲田分室の職員人件費を計上させてもらっており

ます。 

それから次のページで吉田歴史民俗資料館費2,123万4,000円でござい

ますが、この主なものとしまして需用費をみておりますが621万円、こ

れは電気代の他に企画展示等に伴います印刷費等をみております。それ

から13節の委託料1,062万5,000円をみておりますが、これは事業団に管

理委託する委託料をみております。それから備品購入費としまして110

万円みております。これは資料図書の購入費でございます。それから文

化創造センター117万2,000円でございますが、これは維持管理費の経費

が主なものでございますが、19節の負担金補助及び交付金で32万円をみ
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ております、これは文化創造センターの運営補助でございます。それか

ら芸術農園四季の里2,601万7,000円でございますが、この主なものとし

まして1節の報酬262万8,000円をみております。これは四季の里美術館

の館長等の費用でございます。それから委託料1,576万2,000円をみてお

ります。これは企画展の委託料でありますとか、管理委託におきます地

元振興会への委託金等でございます。それから田園パラッツォ2,546万4,

000円でございますが、主なものとしまして需用費電気代等でございま

す。797万5,000円をみております。それから委託料586万5,000円をみて

おります。これは舞台照明等の委託でございます。それから工事請負費

363万円をみております。これは下水道の繋ぎ込み工事をみております。

それから19節の負担金補助及び交付金440万6,000円をみております。こ

れは文化ホールの運営助成金等でございます。それから甲田若者センタ

ーミューズでございますが1,721万8,000円、主なものとしまして需用費、

それから委託料等でございます。これは管理経費に伴うものが主なもの

でございます。それから負担金補助及び交付金で107万円をみておりま

す。これは芸術祭等の実行委員会における補助金等でございます。 

続きまして保健体育費の1目保健体育総務費3,529万4,000円でござい

ますが、これにつきましてはスポーツ振興費に関わるものでございます。

主なものとしまして1節の報酬710万7,000円ございます。これは体育指

導員等の報酬でございます。それから吉田運動公園所長の報酬でござい

ます。それから主なものとしましては19節の負担金補助及び交付金がご

ざいます。これにつきましては各種補助金でございまして、各団体等の

補助金でございます。主なものとしましては体育協会、それから先ほど

行われましたハンドボール大会、この助成金でございます。補助金でご

ざいます。 

続きまして89ページの3目体育施設費でございます。7億423万9,000円

でございますが、この内説明欄にございます体育施設総務管理費、それ

からその他施設でございますが、説明欄の体育施設総務管理費1,332万

円でございますが、この内訳としまして工事請負費1,326万円をみてお

ります。これは吉田サッカー公園下流対策の水路工事、それから美土里

にあります運動公園の照明の補修工事であります。 

次に90ページの方、お開き願いたいと思います。総合運動場といたし

まして6,420万8,000円、主なものとしまして吉田運動公園、サッカー公

園の管理委託費等でございます。それからグランドにつきまして1,169

万9,000円をみております。これにつきましてもグランドに係ります経

費でございまして、主なものとしましては需用費の504万3,000円みてお

ります。それから委託料の309万2,000円をみております。これもグラン

ドの維持管理費でございます。それから体育館653万6,000円をみており

ますが、これにつきましては主なものとしまして1節の報酬でございま

す。美土里体育館のセンター長の報酬費でございます。それから臨時職

員の賃金等でございます。次にプールでございます。1,163万1,000円を
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みております。プールに係ります監視員の賃金157万6,000円をみており

ます。それから需用費627万5,000円をみております。次に緑の交流空間

144万8,000円でございますが、これは維持管理費でございます。次にＢ

＆Ｇ海洋センター2,734万2,000円でございますが、これにつきましても

主なものとしましては1節の報酬456万円をみております。これはＢ＆Ｇ

の所長でございます。それからそれの施設に伴います臨時職員の賃金72

5万7,000円をみております。その他需用費、委託料等の維持管理費をみ

ております。 

次に屋内温水プール建設につきましては、建設部の方で所管をしてお

りますので、ここでは省略させていただきます。以上で生涯学習課の関

係の説明を終わらせていただきます。 

○今村委員長  続いて、田丸吉田幼稚園長。 

○田丸吉田幼稚園長  それでは幼稚園の予算の歳出を概略説明させていただきます。84ペー

ジをお開き下さい。4項幼稚園費、1目幼稚園費、1節の報酬238万6,000

円でございますが、嘱託教諭と内科、歯科検診の医師への報酬でござい

ます。2、3、4は職員の給与でございます。7賃金44万円でございますが、

臨時教諭の賃金です。8報償費6万7,000円でございますが、保護者研修

会等の講師謝礼でございます。9の旅費17万4,000円でございますが、職

員の研修会参加時の旅費でございます。11需用費198万2,000円でござい

ますが、主なものとしましては消耗品費28万円、修繕費74万9,000円、

他燃料費、光熱水費等の経常経費でございます。次、12役務費21万1,00

0円でございますが、電話料金、浄化槽清掃、水質検査、ギョウ虫検査

の検査料でございます。13委託料67万9,000円でございますが、主なも

のとしましては警備委託料39万円他、浄化槽の管理委託料、清掃管理委

託料でございます。14使用料及び賃借料15万4,000円でございますが… 

○宮 本 委 員  委員長、ちょっといいですか。 

○今村委員長  宮本委員、どうぞ。 

○宮 本 委 員  説明はええですがね、節のね何万円いうようなんまで全部やりよっ

たんじゃ、時間なんぼあっても終わりゃあせん。本来の予算の内容とい

うもんがもう少しあれせんにゃあいけんと思うんです。説明を少し省略

して下さいや。 

○今村委員長  以後、説明を簡略にお願いをいたします。 

○田丸吉田幼稚園長  はい。16原材料費6万7,000円でございます。18備品購入費クラスの移

動棚2クラス分でございます。19負担金補助及び交付金、研修会参加、

国公立幼稚園負担金でございます。以上でございます。 

○今村委員長  ここで、暫時休憩といたします。 

この際、11時10分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午前１０時５５分 休憩 

午前１１時１０分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 
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○今村委員長  休憩を閉じて再開といたします。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

○新 出 委 員  委員長。 

○今村委員長  新出委員。 

○新 出 委 員  はい。87ページについてなんですが、5目の文化財保護費というとこ

ろなんですが、実は市内にはかなり文化財、有形無形いろいろあるんで

すが、特に無形文化財での記録ですよね、あれが少しどういうんですか

ね、もう少し記録が見れる状況がよくなってないような気がするんです

が。例えば美土里町の場合でいえば、48年頃には例えば無形文化財に指

定された分の記録があるんですが、ちょっとそれ見たいんだがと言われ

ても8ミリフィルムでできとれば、現在はそのような機械はなかなか普

通にはないわけなんですよね。それとか録音がしてあるわけなんですが、

例えば囃子田の録音がしてあるわけなんですが、オープンリールでやっ

てあるわけだから、現在その機械は教育委員会にもないというようなと

ころで、文化財がせっかく記録がしてあるのに点検もできないような状

況もあるんじゃないかと思う。その辺のところはどうでしょうか。どの

ようなかたちで記録の方法とかいう部分についてはどのように進めてい

かれるんでしょうか。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

○今村委員長  答弁、河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  お尋ねの件でございますが、その点につきましては今後機械器具等研

究させていただきたいと思います。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○松 村 委 員  委員長。 

○今村委員長  松村委員。 

○松 村 委 員  2点についてお尋ねをいたします。まず1点目といたしまして小学校

管理費でございますが、現在高田市におきまして小学校13校の内、とり

わけそれぞれの管理費が上程されておるわけでございますが、向原小学

校の5,077万8,000円、よその小学校に比べまして、かなり高額であると

思いますが、そこらの内容をご説明いただきたいと思います。なお、も

う1点といたしましては、去る6月29日本会議におきましての一般質問の

中で、同僚議員でございます議員の方から学校の耐震診断についてのご

質問がございました。それにつきましては16年、17年で残された学校に

ついては耐震診断をするというふうに承ったと思っておりますが、とり

わけ木造校舎につきましては、耐震診断でなく、いかに老朽化しておる

かという診断にかわるんだというふうに私承っておりますが、現在市内

におきまして木造校舎が何校あるのか、それが併せて老朽化診断を耐震

診断と平行して16年、17年に行っていただけるのかどうかということを、

ご質問いたします。以上、お願いいたします。 

○今村委員長  答弁、杉山学校教育課長。 
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○杉山学校教育課長  1点目の向原小学校の予算額が他校に比べて多いという件について、

答弁をさせていただきます。向原小学校の関係はですね、公有財産購入

費の関係でございまして、これが2,400万円計上させていただいとる関

係で他校と比較しとるというふうに思っております。以上です。 

○上川教育総務課長  委員長。 

○今村委員長  上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  ただ今の耐震診断の件でございますが、今年度も若干耐震診断のため

の費用も組んでいただいておりますので、今年度、それから来年度にか

けてですね、実施をしていくという計画ではございます。それから木造

の建物につきましては郷野小学校が1校だけと。あとは全部鉄筋コンク

リートになっておりますので、この木造の建物の老朽化につきましては

研究をさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  浮田でございます。教育長にお尋ねをするところでございますが、先

ほど予算の説明の中で、なるほど詳しく我々は目だけでいいと、あとは

わからねば節まで勉強しますが、今日は非常に熱心に細節、細々節まで

説明していただきました。ただ、そこの中でですね、一般会計もでござ

いますが、各分室があるわけですが、各分室の予算がいくらあるか、こ

の予算の中では勉強不足で理解できません。そこで教育長に質問します

が、この本庁対各分室の役割分担といいますか、権限移譲といいますか、

どこまで分室長に権限を与えていらっしゃるのか、そこらの問題につい

てですね、教育長の答弁をお願いしたいと思います。 

○佐藤教育長  委員長。 

○今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  本所とそれから各分室の権限の内容でございますが、基本的に全体の

市の教育行政そのものをコントロールするのが本来といたしましては本

所のする仕事だと、このように思っておりますが、それぞれ地域には文

化的な行事、大儀的な行事等々がございまして、それぞれの分室の方で

例えば田園パラッツォなら田園パラッツォの方での活動する費用として

なんぼか計上してもらいたいという予算要望が上がってくるわけでござ

います。そのことにつきましては各分室の方へ予算を配分いたしまして、

そこで運営管理をやっていただくというようにしておるとこでございま

す。ですから例えばそうですね、学校の管理運営ということになります

と、これは本所の方で予算を全部もっておりまして、それを執行してい

くというかたちになりますけども、先ほど言いましたように公民館であ

るとか、あるいはそういうような体育施設等に関わりますそれぞれの旧

町での取り組みそのものについては、分室の方で執行をしていただくと

いうようにしておるとこでございます。以上です。 

○浮 田 委 員  委員長。 
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○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  浮田ですが、今年はですね、ああやって合併ありき、高田はひとつと

いうことで、合併したんでいろいろ体制づくりができんかったかもしれ

ませんが、ただ私は、分室というのは当然吉田町にもあると思うんです

ね。6つの分室でやっとってんだと思うんですが、やはり分室は分室と

してのある程度の権限を与えてですね、分室長がここまでは分室長の権

限だと。そうせんとですね、教育的な問題、社会的な問題、いちいちい

ちいちですね、本庁の方へ伺いを立ってですね、やるようではそれこそ

地域に根ざした教育行政というか、地域の特性を活かした地域行政は私

はできんのじゃないかというように、私は思います。そこでやはりそれ

ぞれの地域の特色を活かした教育の推進といいますか、そこらを推進す

るということになると、ある程度分室長に権限を移譲してですね、そし

てある程度分室長の決裁でできる分はできるいうふうにしとくべきだと。

私は、本来の安芸高田市、輝く未来を想定された教育行政を推進する場

合のですね、基礎となるもんじゃないかというふうに思いますが、その

点につきまして再度教育長に答弁を求めます。 

○佐藤教育長  委員長。 

○今村委員長  答弁、佐藤教育長。 

○佐藤教育長  お答えいたします。まさに市内におきましてもそれぞれの分室が責任

をもって権限を持って実施するということは非常に大切なことだと思っ

ております。例えて言いますと、向原町でのシンガポールとの交流であ

るとか、高宮町におきますニュージーランドの生徒との交流というよう

なことにつきましては、もう高宮分室、あるいは向原の教育分室の方が、

責任を持ってその当初の計画から、そして最後のまとめまでやってもら

っております。その内容につきましては、途中経過につきましての連絡

報告はございますけれども、本所の方でコントロールしなくてもそれだ

けのことができるだけの体制も持ってですね、やってもらっておるとい

うように思っております。ですからできることならそういうふうなかた

ちを取りながら、本所としてのもっともっとどういうんですか、将来を

見越したいろんな企画とか、運営とかいうところへ本所は力を注いでい

くべきだろうと、このように思っております。以上でございます。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  今とまったく関連性はないわけではないですが、河野課長に質問いた

します。今度は。安芸高田市には6つの要するに体育団体があります。

そこで先ほど体育団体の方での各団体補助金、いわゆるスポーツ振興費

の中での補助金の金額は先ほど説明をいただきましたが、それでは各町

の体育協会の方へですね、いくらずつ補助金というか助成されとるんか、

その詳細についてお伺いしたいと思います。 

○今村委員長  答弁を求めます、河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  お尋ねの件でありますが、体育協会への補助金は439万円でございま
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す。この予算議会終了後、配分をさせてもらいたいと思っております。

よろしくお願いいたします。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  私の聴き取り方かもしれませんけども、やはり各町の団体にですね、

例えば八千代は八千代、吉田は吉田へいくらの助成金を出しとるいう分

については、当然この予算書を出されたわけですから、一覧表にですね、

頭の中には完全に暗記で入っとらんとしても、私は即説明をいただける

んじゃないかと思うんです。ということはですね、やっぱり教育委員会

としては、ありゃあ体協は任意団体だから、あれは任意団体まで踏み込

む必要ないという見解か知りませんがね、私の見解では助成というか補

助金を出しとる以上はですね、やっぱり教育委員会として体協を指導す

る責務があると思うんですよ。何でもかんでも真綿で締めえと言うんで

はありませんよ。やっぱり体協について積極的に指導すべき時は指導し、

ある程度放任すべき時は放任する。強力に指導、放任するというね、そ

うした繰り返しはですね、当然教育委員会ですべきだと思うんです。そ

れでもう1点付け加えて答弁を求めますが、各町の体育協会の事務局は

教育委員会が持っとる町はどことどこか、教えて下さい。以上です。 

○今村委員長  答弁を求めますが、暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午前１１時２５分 休憩 

午前１１時２７分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○今村委員長  休憩を閉じて、再開をいたします。 

答弁を求めます。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

○今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  体協の事務局の方から説明をさせてもらいたいと思います。現在6分

室の内、3分室で体協の事務局をもっております。それから先ほど体育

協会の補助金のことを説明させていただきましたが、これは各地区体協

から出ておるものをまとめておりますのが、先ほどの金額でございまし

て、各地区体協から出ているものは吉田地区体協142万7,000円、八千代

地区体協43万3,000円、美土里地区体協53万5,000円、高宮地区体協49万

1,000円、甲田地区体協43万3,000円、向原地区体協107万1,000円、これ

らをまとめたものが、先ほどの金額で今後配分していきたいというふに

思います。先ほどの3分室のことでありますが、体協の事務局、八千代

教育分室、それから美土里教育分室、向原教育分室の3分室で体協の事

務局を持っております。以上でございます。 

○今村委員長  もう1ぺん、体協への指導の問題はどうですか。河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  はい。体協の指導ということでございますが、これにつきましては各

地区体協の事情を精査をしながら、決めていきたいとは思いますけども、
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現在のところ各分室等、調整をしながら進めて参りたいというふうに思

います。どういった問題点があるのか、まず我々の方も十分調査研究を

しながら進めて参りたいと思います。以上でございます。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  先ほど、それぞれ数字をお聞きしましたがですね、このぐらいのもん

ですか、各体協へ助成されておる金額というのは。私はこれで例えば4、

50万の状態で、それぞれの体協がやっていけるのか、ちょっと疑問を持

つんですが、数字は数字として発表されたんでその数字を正規として捕

らえますけども、ちょっと私は疑問がないでもありません。 

それでさっき教育委員会がですね、各事務局を持っとる件が3つおい

て、あと民間団体が3つということでしょうが、河野課長はですね、今

教育委員会で事務局を3つ持っておるんですが、この点について教育委

員会が持つべきものなのか、あるいは民間が持つべきものなのか、これ

についてどのような見解を持っていらっしゃるか、お聞きしたいと思い

ます。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

○今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  補助団体でございますので本来なら民間団体が事務局を持つべきだろ

うと思います。しかしながらこういったこれまでの合併までの経過があ

ると思いますので、将来的には民間団体が持つのが適当であろうかと、

いうふうに思っております。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○鳴 石 委 員  委員長、鳴石。 

○今村委員長  鳴石委員。 

○鳴 石 委 員  87ページの社会教育費の目の4人件費。前年度は340万の予算が210万

9,000円の減となっております。本年度予算は129万1,000円。この減は

どういうようになるんですか。それから学校教育課長さんですか、説明

の時にどこだったか覚えんのですが、暫定予算の時に説明をしたから説

明をしませんということを言われたと思うんですよ。3月の議会と6月定

例会は、とんと違うと思うんです。会期不継続の原則というのがあるわ

けなんです。3月に説明したからこの定例会で説明せんでええというこ

とは、成り立たんのですよ。どういうふうに考えておられるか知りませ

んが、そういう言葉を出していいのか。それから今申しましたような、

予算厳しい、厳しいと言われるような時ですから、減らすというのもい

いでしょう。またそういう中で増やしていくということもあると思うん

ですが、どういうかたちでこれは210万9,000円が減らされているのか。

私はこの人権教育費が増えた方がええと、減った方がええということで

はなしに、その額が出ているということなんで、この理由を聞いている

わけです。 

○今村委員長  杉山学校教育課長。 
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○杉山学校教育課長  先ほどの答弁の中で、暫定予算で説明をさせていただいたんで、今

回省略させていただきたいというように答弁させていただきましたけど

も、当初予算いいますか、今回の予算で計上したものについては、概略

説明をさせていただきましたけど、経常経費部分の関係については暫定

予算とほとんど同じ科目の予算でございましたので、そういうふうに説

明をさせていただいたわけでございますが、議員さんのご指摘のような

見解もありますので、今後気を付けたいというふうに考えております。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

○今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  お尋ねの金額の減少でございますが、これにつきましては人権教育費

と市民部における人権啓発費等の仕分けによりまして、今回本予算につ

きましては人権教育費を計上させていただいた関係で、減額になってお

るというところでございます。以上でございます。 

○鳴 石 委 員  委員長、鳴石。 

○今村委員長  続いて、鳴石委員。 

○鳴 石 委 員  小さいことにこだわるんじゃないんですが、そういう見解もあるかも

しらんが、私の見解でそうしたんだと言われるが、これ原則なんです。

3月の議会は3月の議会、6月は6月ですから同じ内容、意味であっても3

月に説明を申しましたようにこうなんですよと、やらにゃあいけんです

よ。見解の問題じゃないですよ。 

それから、人権教育費はあれこれ分けたと言われておりますが、ここ

に古い新聞の切り抜きを持っとるんです。3月の4日、5日、6日と連続し

て出ておりますが、学校は誰のもの、民間校長の自殺から1年というこ

とで、この中程に解放同盟を意識是正指導、これは校長さんが死なれた

いうことから県教委は今のような教育をやっとったんじゃいかんという

ことから是正指導をする。日の丸、君が代の実施が困難な状況を見出し

た学校教育と運動団体の関係を絶つ狙いもあったと。是正指導の舞台裏

を知る立場にあった教育関係者は、打ち明けた運動団体とは部落解放同

盟広島県連合会を指すと。是正指導前は、教育現場と同県連はどんな関

係にあったと口が重い現役校長は、是正指導前は指導計画や校行事の進

め方など学校運営の多くを校長や同和教育担当の教員が解放団体地区、

支部と尋ねて協議をしておったと。この郡内でもそうだったと思うんで

す。向原は多少違っておったと思うんですが、当時そういう指導をされ

ていたのは現教育長の佐藤教育長じゃないかと思うんですが、こういう

ことから、県が逆に真反対の指導をしだしたら難しくなったと、こうい

うことからこの予算も減ってきたんじゃないかと私は思うんですが、ど

うなんですか。是正指導前は君が代をやれ、君が代や天皇があるから差

別があるんだというような教育をしとった。是正指導があってからはこ

れは間違いなんだということになったわけなんで、これらの影響がある

んではないかと、これは正しいわけなんですが、その方向が。それはど

うなんですか。 
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○今村委員長  暫時休憩といたします。 

         市長さんがちょっと来客がございますので退席をいたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午前１１時４０分 休憩 

午前１１時４０分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○今村委員長  再開をいたします。 

続いて、教育参事。 

○沖野教育参事  今、是正指導と学校教育現場の関係を鳴石議員の方から指摘をいただ

きましたけども、是正指導前の状況の中で、非常に予算的にですね、多

くついているというのが、例えばいろいろな解放団体等がですね、いろ

んな研究会等を持ちまして、そういったところへ出張等が数多くあった

というようなこともございます。そういった中でですね、いろんな面で

是正指導ということは結局学校におけるところの政治的な中立というこ

とをやっていかなくてはならないということで、当時の文部省の方から

13項目に及ぶ管理運営事項、あるいは指導事項という指摘があったわけ

であります。平成10年でありますけども、それ以降、結局学校の方は是

正指導に基づいて、そして法規法令に則って教育をするようになったと

いうとこがございますので、その辺の額の違いというものがですね、大

きく変わってきている原因だというように思っております。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○高 坂 委 員  委員長。 

○今村委員長  高坂委員。 

○高 坂 委 員  2点ほどお伺いいたします。1点目は教育行政を司る次長さんが、長

いことお休みだと思うんです。体調不十分でお休みならしっかり療養し

て欲しいということがあります。そのことをまずお聞きします。その次

に、先般資料をいただきました不登校の問題であります。ここ数字に出

ている不登校の数というのは、どこを基準に出しておられるんかなと。

1ヶ月かあるいは2ヶ月か。あるいは半年か1年か。いうような分け方で

不登校ということを位置付けておられるんかどうかということを、まず

2点お伺いいたします。 

○佐藤教育長  委員長。 

○今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  質問の1番目の次長が休んでおることについては、体調不十分かとい

うことでございますが、その通りでございます。体調不十分のために病

気休暇をいただきたいという申し出がございましたので、休んでもらっ

て早く元気になっていろんな面でフォローしてもらいたいということを

切望しておるところでございます。その後の不登校のことにつきまして

は、参事の方から答えさせます。 

○沖野教育参事  委員長。 

○今村委員長  沖野教育参事。 
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○沖野教育参事  先ほど不登校のことで基準はどうなんかということがございましたけ

ども、年間30日以上という基準がございます。その中で安芸高田市にお

けるところの不登校の人数。そして県、それから全国、そういったよう

なかたちでですね、人数がはじき出されておるということでございます。

ちなみに安芸高田市におけます平成15年度における不登校の人数ですけ

れども、小学校の方が11名、中学校の方が28名ということでございます。

小学校の11名の内、7名は学校がいろんなかたちで相談機関とも連携す

るなど、取り組みをしたおかげて7名が登校できるようになったという

状況がございます。残りの4名でございますけれども、好ましい変化が

あったという状況がございました。中学校の方は、28名の不登校生徒が

おりましたけれども、その内5名が登校できるようになったと。そして7

名も好ましい変化がみられるようになったというような状況でございま

す。この不登校につきましては、大体いろんな生徒指導上の問題が平成

13年度をピークに落ち着いてきておるわけでございますけれども、残念

ながら不登校の数はですね、あまり変化がないと、そういう実態がござ

います。以上でございます。 

○高 坂 委 員  委員長。 

○今村委員長  高坂委員。 

○高 坂 委 員  今、参事さんの方からお答えがございました年間30日ということは、

1年間で30日休めば不登校という位置付けですか。それでは2日休んで2

日、あるいは3日とずっと点々と休んで、合計として30日あれば不登校

と。これはあくまでも現場からのご報告があって位置付けとるというこ

とですね。はい、わかりました。 

それから先ほどの鳴石さんが意見を出されました是正指導の件でござ

いましたが、これは是正指導というのは教育行政をいかに子どもたちの

ために確かな教育を進めていくかということだろうと思うんです。その

部分的にね、法律がなくなったいうことで部分的に事情付けするという

のは、あまりにもひどいんじゃないかな。当時は法律を背景にしながら

行政もすべてがこぞって研修に参加していたという事実があるんです。

それは今発言された本人も全国集会へ何回も行っとるんです。そういう

こともありますんでね、今日の状況がいかに子どもらのために前進して

いくかという議論を、是非お願いしたいと思います。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  浮田です。総務課長にちょっとお尋ねしますが、私の見方が悪いんか

もしれませんが、実は幼稚園に対する補助というか助成金の問題ですが、

先ほど園長さんの方から安芸高田市の公立の幼稚園については、内容を

詳しく説明はいただきましたがですね、私立の幼稚園に対する助成金と

いうか補助金というのがちょっと私、どこをみても出て参りません。も

しかあれば、何ページにいくら計上されとるということを答弁願いたい
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と思います。 

○今村委員長  暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午前１１時４７分 休憩 

午前１１時５０分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○今村委員長  再開といたします。上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  ただ今のお尋ねでございますが、81ページの19負担金補助及び交付

金2,635万2,000円の内にですね、幼稚園助成ということで72万円が計上

してございます。八千代のひのかわ幼稚園への助成でございます。以上

です。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  ちょっと私の見方が悪かったんで、ありがとうございました。そこで

要望でございますがね、県下の幼稚園、それから保育所を見るときにで

すね、幼稚園の数は総務課長当然ご存知であろうと思いますが、公立が

110校と私立が203校、要するに倍以上私立なんですね。それで平成18年

に保育所と幼稚園が合併できんかということで、総合施設を作っていろ

いろ政府は模索をしておりますけどね、私はやっぱり幼稚園の必要性と

いうのは当然出てくると思うんですよ。それは時たま去年72万だから今

年も72万書いときゃあええよと。ちょっと予算を立てる時にですね、些

か積極性が欠けるんじゃないかと。特に今年はですね、安芸高田輝きプ

ラントいうものが制定されてですね、子育て3原則ということを言われ

て、特に就学前教育の必要性を訴えるんなら、私は例えば私立幼稚園で

あろうともこの助成については積極的に、ある程度増やしていくという

姿勢が教育委員会にもあってよかったんではないかというふうに思いま

す。ただ、ここへは予算が72万計上してありますので、今後の機会があ

りまして、補正予算を組む機会がありましたら、課長の積極的な姿勢を

期待をしております。以上です。 

○今村委員長  答弁は要りますか。 

○浮 田 委 員  答弁要ります。議事録を残すためには。 

○今村委員長  答弁、上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  はい。ただ今の助成金の増額の問題でございますが、平成16年度は合

併もございましてですね、前年度どおりということでありましたんです

が、今後につきましては検討させていただきたいと存じます。以上です。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○高 坂 委 員  最後にもう1つお願いします。 

○今村委員長  高坂委員。 

○高 坂 委 員  先ほどの不登校の問題を関連して、展望をお聞きしたいんです。実

は、不登校をそのまま放置して社会に送り出すのか、あるいは何か知恵

を絞ってその子どもたちを児童、生徒を何とか一人前に社会に送り出す
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のかということを、常に感じるわけです。そこで、広島市とか、あるい

は隣の三次市でも適応指導教室というのを市独自に作っとるんです。こ

れは県教委も国も関係なしに。市にはそういうものが必要であるという

ことを三次市も広島も、すべての市がそういう方向になっておるんです。

たまたま安芸高田市が誕生して長くはありません。しかし1.5％近い不

登校の子どもがおるということで、このまま放置することははたして安

芸高田市の未来が子どもたちの未来が発展していくんだということを考

えると、是非これ前向きに検討していただきたいということをお願いし

て、発言を終わります。 

○今村委員長  沖野教育参事。 

○沖野教育参事  はい。今ご指摘の通り、義務教育の過程におきましてですね、いろい

ろ原因は複合的な原因で、一つの原因であるということはないわけでご

ざいますけども、そういった原因を突き止めながらですね、一人ひとり

を社会に送り出すと。自立した人間にしていくというのは、私たちに課

せられた課題であろうと思うんです。そういう中で、様々な原因の内、

家庭的な原因というのもかなりの割合がございます。そういったところ

においては、十分家庭との連携というのも取っていかなければなりませ

んし、非常に複合的な原因の中には、精神的に悩んでいる子どももたく

さんいるわけでございますんで、そういったことにつきましては、カウ

ンセラーというのが中学校の場合で、どの学校にも配置をされておりま

して、週1回カウンセリングをする日がございます。そういった時を利

用いたしまして生徒、それから保護者の方が相談されとるわけでござい

ますけども、そういった相談機関との連携、こういったことはもちろん

重要なことだと思います。それから先ほどご指摘の適応指導教室ですけ

ども、適応指導教室はこの安芸高田市の方から例えば三次の方に行かせ

ていただいてるというような例もございます。行ってですね、行くよう

になってから学校に行くようになったというような、そういった例もご

ざいます。そういう意味でも適応指導教室というのは非常に効果がある

のであろうというように考えておりまして、現在市にもですね適応指導

教室が要るんではないかということで、調査をしようというふうに今の

ところ考えておるわけでございます。こういったことにつきましては、

いろいろとお聞かせをいただければと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

○今村委員長  他に質疑はございませんか。 

○入 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  この度の16年度の予算につきましてですね、合併協定書等からこちら

の予算に反映したものがあるか、何点か聞きたいと思うんですが、ここ

にも合併協定書の中に就学指導委員会について新市に新たに設置すると、

これが予算化されてるかどうか。それから予算書にも出ておるわけです

が、学校教育関係の補助金について、合併までに補助金基準を統一して
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交付すると。そこの中の81ページの今日の説明の中に、負担金補助及び

交付金の19節のときに、小学校600万とか、中学校400万、これはこれの

基準によって行われとるものなのか、内容について伺うものでございま

す。それからこの幼稚園と学校給食については、この度のいろんな格差

がありますけども、新市において調整するとありますが、どの程度調整

されてこの予算書に反映されておるのか。それから社会教育事業のとこ

ろでですね、図書館等管理、当面新市に引き継ぎ、当面とありますが、

現在、当面だと思うんですが、休館及び開館時について新市において調

整するとありますが、それが予算編成上どういうふうな変化をおこして

いるか。それから社会教育委員会、それから公民館運営委員会、文化財

保護審議会、体育指導員については新市において設置すると。定数及び

任期については合併時まで調整を行うと。当然予算に出とると思うんで

すが、この予算の中でもある一部の予算書、暫定の予算からみると1,00

0万ぐらい違うような数字もあるようなんですが、それがどのような予

算になって現れているのか。それと暫定予算とですね、本予算で単純に

4倍ではないと思うんですが、その辺りがこの16年度に大きく数字の違

ったところがある面もあると思うんですよ。義務的経費を乗すというふ

うに聞いておったんですが、そこら、以前に大きく特色のあるところが

あれば、教えていただきたいと。それから市長がおられないんであれな

んですが、施政方針の中にも教育委員会に対する教育に関する多くの施

政方針を述べられておるんですが、これを受けられて16年度に予算編成

に反映されたものがあれば教えていただきたいと。以上でございます。 

○今村委員長  ここで、暫時休憩といたします。 

再開は、午後1時の予定でございます。その間、執行部並びに事務局

においては、答弁をよろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午前１１時５８分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○今村委員長  休憩を閉じて、再開といたします。 

これより、午前中の入本委員の質疑に対して答弁を求めます。 

なお、市長が10分ぐらい遅れるそうでございますので、市長の答弁に

関しては出席の時にしていただく予定でございます。 

答弁を求めます。 

○杉山学校教育課長  委員長。 

○今村委員長  杉山学校教育課長。 

○杉山学校教育課長  合併の時の関係で、学校教育関係の取り扱いについてどういうように

なっておるかというような質問であったろうと思いますが、最初に就学

指導委員会を設置している予算がどこにあるかということでございます

が、就学指導委員会は本年の3月1日設置条例及び教育委員会規則によっ

て、議決をしていただいたものの中で、設置をされております。それで
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予算の方は、教育委員会費の中の事務局費の中の報償費で25人分かけ日

額7,000円の報償費が組んであります。それから幼稚園関係でございま

すが、格差是正についてどういうように検討されたかということでござ

いますが、一応幼稚園の保育料、幼稚園の保育料減免措置には教育委員

会規則の方でそういう定めをさせていただいております。それから学校

の給食関係について、新市において調整するということでございますが、

今現在いろいろとある施設の関係の調査をしておりましてですね、その

調査結果の課題を通して今年度中に調整案を示していきたいと、いうふ

うに考えております。それから学校教育補助金関係についての補助基準

を統一するようになっとるけど、それはどがにいなっとるかということ

でございますが、一応先ほども事務局費の中での19の負担金補助及び交

付金の中で、特色ある学校づくりの補助金ということで説明をさせてい

ただきましたが、これは小学校、中学校、同じような基準で予算の方は

組ませていただいております。それからその他各町の小学校費、中学校

費で、生徒に対する助成金につきましてもですね、一応、合併協の前の

専門部会、ある程度の統一したものによって今回の予算を計上させてい

ただいております。以上でございます。よろしくお願いします。 

○今村委員長  続いて、上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  はい。暫定予算と比較して4倍になっておるかというご質問の件でご

ざいますが、平成16年度安芸高田市一般会計暫定予算書のですね、6ペ

ージのところに教育費ということで掲げてございまして、こちらの方を

見ますと総額で8億6,204万6,000円が暫定ということであがってきてお

ります。この度は、ご覧をいただいておりますように、総額が20億9,27

9万4,000円でありますので、4倍とはいかないんですが、2倍ちょっとぐ

らいは暫定よりは増えておるということではなかろうかと存じます。こ

の主なものはですね、暫定の時には4月から7月分までの経常経費、それ

から委託料につきましては年間を通して委託をするものがありますので、

委託料はほとんど全額ということで計上させていただいております。工

事請負費とかですね、備品費につきましてはこの度上げてございます。

それから保健体育施設の費の方の関係でですね、温水プールもこの度全

額あがってきたということで、前回が2億1,900万円程度あがっておりま

したんですが、この度総額で7億400万円ほどあがっておりますので、5

億程度伸びております。大体そういうところで今回伸びておるというよ

うに捉えております。以上です。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

○今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  図書館の関係でございますが、図書館の休館日及び開館時間等につい

ての新市での調整ということでございましたが、現在休館日等も曜日が

それぞれ違います。時間も違いますけども、今後調整していくことにな

ろうかと思いますが、現在のところは皆さん方に慣れ親しんでおられま

す図書館を使っていただいておると。今後の調整を図っていく課題とい
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うふうに認識をしております。それから社会教育委員、公民館運営審議

会、文化財保護委員、体育指導員等の設置並びに定数、任期についての

調整でございますが、これらにつきましては、いずれも新市において条

例設置をしていただいております関係上、新たな社会教育委員、公民館

運営審議会委員、文化財保護審議会委員、体育指導員が設置をされ、そ

の定数、それぞれの定数で委嘱をさせていただいとるとこでございます。

任期につきましてはいずれも2年ということでございます。以上でござ

います。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○入 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  入本和男委員。 

○入 本 委 員  市長の方から、自ら教育委員会の方に指示がなかったかという点につ

いてですね、市長さんの答弁よりか、逆に現場が施政方針によってそう

いう今後の課題をいただいとるとか、この度のために予算を計上したか

ということを聞きたいのが1点残っとった思うんですが、委員長に資料

要求をお願いしたいんですが、節の19の負担金及び交付金についてはで

すね、今後補助金等の効果、評価、議会としてもチェックする必要があ

ると思いますので、積み上げについての説明資料をですね、請求をお願

いしたいのと、もう1点、学校も我々も6町の学校を見ていくわけですか

ら、そこらの予算の積み上げをですね、資料として委員長に要求いたし

ます。 

○今村委員長  今の件に関しましては執行部並びに事務局と相談をし、その資料の提

出を求めるように、その方向で進めたいと思います。 

他に質疑はありませんか。 

○宮 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  宮本委員。 

○宮 本 委 員  宮本です。私は計数が弱いんで計数でなくして、ちょっと数点教育長

にお伺いします。人輝く安芸高田市ということで、また未来に輝く安芸

高田の教育という冊子が、こういうもんが出ております。その中でです

ね、実際具体的に学校施設の理論をわかりやすくしますんで、例えば学

校施設の充実ということがございます。現在小学校が14校ですか、中学

校が6校ある中で、施設そのもの、学校の施設そのものが非常にバラン

スが取れとるとは言えないと思いますね。各々各町のそれぞれの施策で

やってきとるわけですから、同一ということにはなってないけども、そ

れをどこらに基準をおいて均一化していくのか。そして具体的な施策の

中でですね、やはり学校施設の充実と福祉の連携ということを、福祉が

まだ学校教育の中へ入ることがはたしてええかどうか。前の段階で今い

う学校施設の均一化ということが、まず当然あるべきだと思います。そ

ういう中でですね、実際にこの予算書の中にこういうことをうたわれる

中だから、それじゃあ何年計画でどうするんだというふうなことが、お

そらく論議をされてるんじゃないかと思いますが、具体的にどこへどう
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いうふうな予算付けでなされているか、すべてについて言えることなん

ですけど、心の教育の推進、非常に題目は結構でございますけど、それ

ではこれをどういうふうにするんだ、これの予算付けはどうなんだとい

うことを少しですね、わかりやすく具体的にお教えいただきたいと思い

ます。いわば、この本にはこの新教育戦略21というものは教育の基本で

あると思うんですよ、高田市の。ですからこれを具体的にするために、

ここへどういうふうな予算配分がしてあるか、そういうことを若干お聞

きしたいと思います。 

○今村委員長  答弁、佐藤教育長。 

○佐藤教育長  お答えいたします。まず学校施設設備の充実ということでございます

けれども、先般の各方面からの学校の施設設備の充実について、どのよ

うに市の教育委員会として進めていくんかということがございましたけ

れども、まずは各学校の実態把握をするということで、耐震調査を16年、

17年で実際に実施をしていくということの計画をしております。その予

算につきましては、まだ十分とは言えないと思いますけれども、今年度

実施できなかったら来年度実施すると、2ヵ年間の計画の中で、小学校

でいいましたら82ページの学校管理費の委託料4,414万6,000円というの

が小学校にあります。それから中学校の方では1,958万2,000円という金

額を計上しておりますけども、その中で耐震診断等をやり、あるいは当

面する学校の補修等もその中でやっていきたいとこのように考えており

ます。どこに基準をおいて均一化するかということでございますが、今

現在あります市の中の最高の設備をしておられる学校へ基準を全部揃え

ていくというのが、皆さん方どなたも考えておられることだとは思いま

すけども、市の財政事情もありますので、必要最小限で子どもたちの教

育が充実するような方法について検討する中で、暫時計画的に進めてい

きたいと。いつ完成年度かということもあるだろうと思いますけども、

先ほどもありましたように、学校にはそれぞれですね、建築をされた当

時の思いも残っておりますから、すべて同じようになるということはな

いと思いますが、少なし地震があったときに学校の天井が落ちてですね、

子どもに命の危害を加えるというようなことがあってはなりませんので、

緊急度の高いものから整備をさせていただきたいと、このように思って

おります。予算要求するのにいたしましてもですね、耐震診断等を基づ

いて科学的なある程度のデータをもってお願いをしないと、気持ちの上

でここがやって欲しいからというようなことでは到底予算は通らないと

思いますので、そういう準備を今年度かけてやっていきたいと思います。

それから、教育の充実と福祉の関係ということでございますが、現在総

合的な学習の時間を通しながら、最近の家庭状況をみてみますと、核家

族化というような状況がありまして、お年寄りとその子どもたちが生活

をしたり、あるいは会話をしたりというような機会が非常に少なくなっ

ております。そして、お年寄りの亡くなられたり、あるいは子どもが誕

生したりいうことを見るチャンスもですね、今の子どもたちは少ない。
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そういうことから、総合的な学習の時間で活用して福祉施設を見学して、

おじいさん、おばあさんに手紙を書いたり、あるいはおじいさん、おば

あさんから手紙をいただいたりする中で、社会福祉といいますか、人間

としてどう生きるべきか、どう自分が将来考えていかなくてはならない

かいうことを学ばせていくのは非常に大切なことだと思っております。

先般の一般質問の時にもお答えさせていただいたと思いますけれども、

ゲストティーチャーといいますか、そういう方にも来ていただく中で、

そういうことが学校の中では私は前よりもたくさん行われるようになっ

とるんじゃないかなという気がしております。校長会へ行って参りまし

ても、教育委員会の方で特色ある学校づくりということを言ってもらっ

とるんだけども、自分のところではこういうふうな人に講師を招いて、

体力づくりをしていきたい。例えば安田大学のある体育づくりの有名な

先生がおられるから、その講師に是非ともきていただいてうちの子ども

の体力と心を育てるということで、うちの学校の教育を進めて参りたい

んです。教育長さん、是非とも理解をしていただきたいということがあ

りますが、そういうのをですね、我々も支援をしていきたいと思います

し、今の校長、私はですね、そういう意味から言うたら田舎で育った校

長が非常に多いので、お年寄りも大事にし、小さい子どもも大切にする

ということを頭の中に置きながら学校経営してくれるんじゃないか、そ

れを教育委員会として応援していきたいというように思っております。

適切な回答になっておりませんかもわかりませんが、私の思いの一端を

述べさせていただきたいと思います。以上でございます。 

○宮 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  宮本委員。 

○宮 本 委 員  確かにハード面、耐震診断ということでハード面では確かにおっしゃ

るとおり少しは出ておりますけれど、実際の教育面で心の教育であると

か、あるいは今言われました特色ある学校づくりの推進とか、いうふう

なことが紙の上へ書くだけでなくして、こういふうな今言われたように

道徳教育はどういうふうなことで力を入れております。そのためにはこ

れだけのものが要るんですよというふうなものがですね、やはり私は数

字の上に見えてこなくちゃいけないと思うんです。今年、先ほどちょっ

と要らんことを言ったんですけど、やはり私はどうもそのようなことが

このあれの中では私は納得できるような数字のあれでない。従来の数字

の羅列であって、特にそういうふうな新しいものを施行しようとするも

のがあまり見えないような気がするわけですが、やはり予算ですから人

件費もどうです、こうですいうこともあるけれど、やはりその一つの施

策に対してこういうものを注入してこういうふうにしたんだということ

が見えてこそ、私は本当の予算ではないかと思います。予算に裏打ちさ

れずに、精神的なもんだけで紙面の上でとやかく言ってもしょうがない、

というふうな気がするんですけど。 

○今村委員長  沖野教育参事。 
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○沖野教育参事  豊かな心を育てるということに関して、学校の方も今取り組んでいる、

あるいは取り組もうとしている内容につきまして、お話しを申し上げた

いんですが、一つは道徳教育と申しますのは学校教育全体を通してやる

教育でありまして、例えば授業中に何か集中できない子どもがいる、そ

れに対して集中しようよというような声をかける、そういったようなと

ころのものも含めてのことでございますけども、それに加えて道徳の時

間というのがございます。そういった道徳の時間の時にこれまでは教員

が一人で授業をしていたというようなことがございますけども、そうい

ったところで先ほど教育長が申しましたように、ゲストティーチャーを

招いてくる。実は、今日の道徳の項目に出てくるこの分で、こんな経験

をしたんだといったような時に、地域の方においでいただいてお話しを

いただく。そして、その中で道徳的な価値について考えていくといった

ようなことをするわけです。そういった来ていただくためのですね、予

算というようなものがまた必要であるということもございますし、この

管内でですね、様々な指定校がございますけども、指定校の内、道徳教

育に関する指定校が小学校は美土里小学校、中学校は吉田中学校が指定

を受けております。そうした指定校がそうした学校だけでですね、自分

たちはこういうことをやったというだけでは、これは波及効果はないと

思うんです。やったことをいかに周りに伝えるかということ。他の学校

にやってもらうかということが大事だと思うんで、そういった点につき

まして、しっかりと研究記をつくったものをその他の学校にも配布する、

そういったことを通してですね、道徳教育の充実を図りたいという思い

がございます。さらには総合的な学習の時間に様々なかたちでですね、

例えば3年生で申しますと進路ということを考える時にいろいろなそれ

ぞれの地域には仕事をしていらっしゃる方がございます。そういった

方々をお招きをして、そしてその中でいろいろお話しを聞かせていただ

く、また質問させていただく。その中でどう生きていけばいいかという

ようなことをですね、勉強させていただく、そういうことにですね、お

招きをするのに予算を付けていただくと。そういうような具体的なもの

としてはございます。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○秋 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  秋田委員。 

○秋 田 委 員  秋田でございます。よろしくお願いいたします。私は認識不足な者な

ので、事業の内容について2点ほどお伺いしたいと思います。それで予

算書の28ページでございます。教育費県補助金の中の説明の中で、わが

まちの教育支援事業とございますが、これの具体的な内容をお教え願い

たいことが1点と、2点目は29ページの教育費委託金の中で、社会教育県

委託金というのがございまして、地域と学校が連携協力した奉仕活動、

体験活動を推進事業委託金でございます。これの具体的な内容というの

は、どういったことを望んでおられる、考えておられるのか、ちょっと
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お伺いしたいと思います。 

○今村委員長  暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後１時２５分 休憩 

午後１時２８分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○今村委員長  休憩を閉じて、再開といたします。 

○上川教育総務課長  委員長。 

○今村委員長  上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  28ページのわがまちの教育支援事業費補助金の件でございますが、

まことに申し訳ないんですが、この予算書を作りました段階では県の補

助金があるというように認識をしておりましたんですが、つい先般、こ

の補助金につきましてはですね、県の方が中止をしたということが判明

をいたしました。したがいまして、9月段階でですね、補正で落とさせ

ていただきたいということでございます。申し訳ございません。 

○今村委員長  暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後１時２９分 休憩 

午後１時２９分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○今村委員長  休憩を閉じて、再開といたします。 

沖野教育参事。 

○沖野教育参事  はい。わがまちの教育支援事業でございますけども、これはそれぞれ

の教育委員会とですね、それから学校が是非このことを学校として全体

で取り組みたいということについて、申込みをいたしましてそれに対し

て出る補助金ということであるわけでございます。中身としましてはで

すね、例えば昨年度で申し上げますと、向原小学校、中学校が文部科学

省から学力向上フロンティア校の指定をされておりました。学力向上に

関しましていろんなところからご指導をいただくわけですけれども、そ

ういった研究をするためにはですね、継続的に例えば大学の先生に来て

いただくとか、いうようなことがですね、必要であるというようなこと

もございましたり、いろいろ連携する中で、様々な統計的な整理をする

ときですとかいうこともございますので、そういったことにですね、使

っておるという事業でございます。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

○今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  地域と学校が連携協力した奉仕活動、体験活動の委託金のことであり

ますが、これにつきましては学校が週5日制になったことによります地

域での活動を支援する事業といたしまして、県から委託金をいただいて

おるものでございますが、中身としましては地域の奉仕活動、体験活動

の取り組み等の情報収集を図るということで、情報提供事業をしておる
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ものでございます。以上でございます。 

○秋 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  続いて、秋田委員。 

○秋 田 委 員  はい。1点目の件はそういう削減ということになるとしょうがないと

思うし、あえて僕も話しはいたしません。2点目でございますが、地域

と学校がということになって先ほど来もあった特色ある学校づくりです

よね、そこのあたりと結びつくのかなと思ってたもんで、質問させてい

ただいたんですが、先ほど特色ある学校づくりの説明の中でですね、こ

れは2,635万2,000円ですか、これはまあ一律には配当はしないけども、

計画書が出た学校に対して、今予算ですから下ろしていくと、出してい

くというかたちなんでしょうけども、実質全部の学校が出とればですね

問題はないと思いますけども、出たとこがあり、出んとこがあった時に

は一律でない。だからもらえるところがある、もらえないところがある

といったかたちになって、まちづくりにおいてはですね、非常に何か不

都合な部分があるんじゃないかというような気がしとる次第でございま

すが、そこらちょっとお話しいただきたいと思います。 

○今村委員長  沖野教育参事。 

○沖野教育参事  今おっしゃいましたようにですね、特色ある学校づくりというのが均

一に分配されないという点について、少し課題があるんじゃないかとい

うことですが、考えておりますのは、輝きプランでもお示しをしており

ますように、基本的にどの学校も流行と不易でいえば、不易の部分、知、

徳、体のところのもの、基礎基本をしっかりつけたい。これについては

どの学校も同じようにやってもらいたいという思いがございます。特色

ある学校づくりはその上にそれぞれの学校の地域の、例えばすばらしい

伝統を持っておる学校もございます。そういったものをですね、積極的

に支援していこうと、あるいはそれぞれの学校が教育目標なり研究次第

を掲げておりまして、是非こういうことを、こういう目標のためにこう

いうものが要るんだと、こういうことを是非したいんだということにつ

いて予算を付けようと、そういう趣旨でございます。よろしくご理解を

お願いします。 

○今村委員長  他にありませんか。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  総務課長に、英語指導助手招致事業についてお尋ねをしてみたいと思

います。現在、国際化、情報化ということでそれぞれの市町村の学校が

ですね、英語助手招致事業について取り組んでおるというふうに思いま

すが、ただ、本庁としてはそれぞれ合併までに、それぞれのまちの学校

が取り組んでおったように存じておりますが、ただ、これを今までやっ

てきたからこれに予算化したんでなしに、過去何年かやってきたそれぞ

れのまちの経緯を踏まえてですね、この英語助手招致事業についてどの

ように分析され、どのように成果を捉えてらっしゃるのか、そこらを十
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分把握した上で今年もこの予算化になっておるんではないかというよう

に私思いますけど、総務課長としてその点をどのように捉えられていら

っしゃるのかお聞きしてみたいと思います。 

○上川教育総務課長  委員長。 

○今村委員長  上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  はい。英語指導助手につきましてでございますが、ただ今申し上げま

したように国際化の波の中でですね、日本人は特に英語を話すのがあま

り上手でないということでですね、小さいときからそういう英語に慣れ

親しむということが大切ではなかろうか、いうことでこの制度があると

いう認識をしております。平成15年度までをいかに分析し、評価したか

ということにつきましては、残念ながら私の方ではそこまで至っており

ません。中学校中心でございますが、現在では小学校の方でもですね、

この方たちを活用させていただきましてですね、小学校の段階から慣れ

親しむということにさしていただいとります。この経費対効果がですね、

どんなものかというものは、これからですね、分析評価をさせていただ

きたいと、かように存じます。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  今の答弁の中で小学校まで一応来ていただいとるいうことでございま

すが、八千代町は幼稚園までお願いをしておりまして、幼稚園にまで来

ていただいておりました。それはそれとしてですね、やはりこれをこう

した教育委員会、そしてその担当者としてはですね、やっぱり事業を組

んで予算化するためにはですね、曖昧なことでは私はいかんのじゃない

かと。それぞれの担当者がそれぞれ責任を持って誰からどう言われよう

と、自分はこういう信念に基づいて、そして過去何年かの調査を踏まえ

たなかで、是非とも安芸高田市にとって必要だから、教育長に進言し、

これを事業化し、予算化したんだという信念ぐらいはですね、はっきり

申していただきたい思うんですよ。一般論だけでね、教育はね、口では

言いますがね、教育長、いつも教育は口で言うほど生やさしいものじゃ

ないと言われますが、やはりそれぞれの質問なりを受けた場合はですね、

やっぱり自分の置かれとる立場に責任を持って堂々と答弁をしていただ

きたい。これが担当課長としての在り方であろうというふうに私は思い

ますが、その点について教育長の答弁をお願いします。 

○佐藤教育長  委員長。 

○今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  ネイティブスピーカーと言いますか、まさに大学の入学試験でも実際

にヒヤリングをしながら回答をしていくというような状況になりました。

先ほどは幼稚園で英語の勉強もしておるんだという話でございますが、

上海に行った県の職員がですね、驚いたんですよ。小学校の2年生の教

室に行きましたら2年生の子どもがですね、来て｢あんたは何しに来たん

か｣ということを問うんだそうです。もう2年生がね、英語がペラペラな



 261

んだそうですよ。それを見て帰りましてですね、これは大変だと。今に

日本は先進圏だと思ったけども、中国に学ばなければならない時代が必

ず来るという危機感を持ちました。パソコンについてもそういう危機感

を持って帰ったんであります。この英語指導助手ということにつきまし

ては、年によって差はあると思いますが、これによって学力の差は、そ

れはなんぼ努力しても差は出てくるということはありますが、基礎基本

定着状況調査、昨年の実績を見ますとですね、広島県全体の英語の得点

が73.6点なんです。安芸高田は77.2点なんです。いうことは広島県より

も県全体よりも4点は上回っとる。私は英語の先生も努力したが、英語

の先生とそういうＡＥＴの人が協力をしてやったがために、こういう成

果も出てきとるんだと思うんです。それでこの6町に全部要るんかとい

うことについて、6町の教育長さんにも相談をしました。そうしたら今

は中学校だけでなしに、小学校へ行っても総合的な学習の時間に生の英

語を勉強して、英語に親しむというところから小学校は入ってきとるん

だということで、是非とも要るという話を聞かせてもらいましてね、こ

れは是非とも計画してやらにゃあいけんという思いを強く持ったんです。

もう一つ付け加えて申し上げますと、竹下知事の特命で私がアメリカへ

行ったことがあるんですが、その時に日本からマツダがデトロイトへも

ってって、会社を持っておるんですね。その時に話をされたのが、小学

校の5年生以上が急にアメリカへ行ってお父さん、お母さんと一緒にア

メリカへ行ったら、もう英語に慣れるのに大変時間がかかる。ところが

小学校の2年生ぐらいが行ったら、もう5年生の何分の1かで英語を耳か

ら入る学問ができるんじゃと。英語のそういう発音というようなものは、

低学年の時から学ばせた方がいいというのをサンディハルマンという、

マツダ関係の会社のですね、日本人の学校から来た人を担当する人が話

をされました。私は今文部科学省の方で英語を小学校の教科として位置

付けるかどうかということについての研究をしておられますが、研究す

るということは多分そういう時代が近いと、こういうふうに踏んどるん

です。だから、なってからやったんじゃ間に合わんので、いい成果が出

とるという前任の教育長さんから聞かせてもろうとることは受け継いで

いきたいという、強い思いをもっておるところでございます。以上です。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  もう1点、河野課長にお尋ねしますが、先程来説明のあった中で、体

育指導員制度というのがありましたが、今後安芸高田市の社会体育もさ

らなる発展を願っていくためには、当然体育指導員さんの力をお貸しし

ていただかなければならないというふうに、私は思います。ただ、そう

は言いながら、今私自身評価は厳しいかもわかりませんが、それぞれ旧

町の中で体育指導員の評価といいますか、体育指導員制度が本当に活用

されているんだろうかということを分析した場合に、まだまだ私は体育

指導員制度が活用されておるというのは疑問を感じます。そこで、今後
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体育指導員さんをより以上充実さすと言ったら言葉が悪いかもしれませ

んが、体育指導員さんに、より以上体育に関する関心を持っていただい

て、社会体育のよりいっそうの向上に努力していただきたいということ

までいくためには、まだまだ時間がかかると思います。そこで、各町と

いうか、体育指導員さんが現在何名いらっしゃるのかいうのが1点と、

そして体育指導員さんを任命する際、お願いする場合に、どういう認定

基準があるのか。そこらの認定基準をクリアされた方を、将来も体育指

導員としてお願いしたいということが当然言えると思うんですが、そこ

らの問題について今後の課長の対応をお聞きしたいと思います。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

○今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  お尋ねの件でありますが、体育指導員は62名でございます。これは合

併協の中でも調整項目でございましたが、これは体育指導員につきまし

ては、人数的にはすべて引き継ぐということでございました。そういっ

た関係で旧町の体育指導員さんは、この度引き継いでおられます。ただ、

これを期に新しい人を委嘱をしているとこもありますけども、ほとんど

の方は旧町の引き継ぎの方であります。この体育指導員につきましては、

条例にもありますが、スポーツ振興法によりまして、市町村の教育委員

会は社会的信望があり、スポーツに関する深い関心と理解を持ち、職務

を行う必要な熱意と能力を持つものから、体育指導員を委嘱するものと、

スポーツ振興法にあります。ですから競技種目を云々という以前の問題

として、熱意と能力、熱意のある方を推薦していただいとるのが現状で

ございます。以上でございます。 

○今村委員長  他に質疑はございませんか。 

○松 村 委 員  委員長。 

○今村委員長  松村委員。 

○松 村 委 員  ただ今、夏本番を迎えまして、各小中学校でもプールの活用が始まっ

ておろうかと思います。振り返ってみます時に、プールの建設がされま

した時期が概ね昭和45、6年ぐらいへかけてが建設の時期ではあったか

と思うんですが、そこを考えます時に、ほとんど耐用年数が迎えている

のが現状ではないかと思います。もう既に改築の済まれた学校プールも

ございますが、そうした中で、今財政難ということも含め、小学校にお

いても中学校においてもですが、児童数も減少傾向にある中で、今朝か

ら予算書の中にもＢ＆Ｇとか温水プールとかいうことの建設もしていた

だいておりますなかで、随時この老朽化したプールが改築していただく

方法で今後お考えいただいておるものか、また他のそうした総合的なこ

とを踏んで、そこらのプールをどういうふうに考えとるというふうなご

答弁がいただければ幸いでございます。お願いいたします。 

○上川教育総務課長  委員長。 

○今村委員長  上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  はい。学校プールの件でございますが、議員がおっしゃられましたよ
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うに、既に相当老朽化しておるものもございます。機械が傷んでおった

りプールの中のペンキが剥げておったり、あるいは周りがですね、傷ん

でおったりするのは承知しております。これを計画的に直していかなけ

ればいけないんですが、財政当局ともですね、今後協議をしながらです

ね、順番を決めてですね、直すものは直す。改築をしていかなければい

けないものは新たに作り替えるとかいうことはですね、これから検討さ

せていただきたいというように思います。以上です。 

○高 坂 委 員  委員長。 

○今村委員長  高坂委員。 

○高 坂 委 員  プールに関連したことでありますけど、ある学校は周辺の飲料水とプ

ールが同じ使われていると。シーズンになると飲料水が家庭の方に満足

な給水ができないということもちょっと耳にしているんです。この辺地

域の生活に対する水、飲料水と、プールの水と、どういうふうに双方が

円滑に進めるようなことはないだろうかということを感じますが、この

件についてどういうふうに見解をされているんでしょうか、お聞きしま

す。 

○上川教育総務課長  委員長。 

○今村委員長  上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  プールのケースによりましてはですね、井戸水で対応しているところ

もございます。プールの中に入れる水はですね、水質を検査して、それ

が適であれば使ってもいいということでございます。ただ、シャワーを

浴びたりですね、それから目を洗ったり、顔を洗ったりするところは上

水を使うというように、使い分けをしておるプールもあるようでござい

ます。ただ、井戸水がですね、足らないところは、どういうんですか、

そういう上水を使うというところもございます。民家の方の方に迷惑が

かかるということではございますが、なるべくそういう迷惑のかからな

いようなですね、方向を検討して、井戸をもう少し掘って水が十分に出

るか、それが適当な水であるかどうかということもございましょうが、

そういう検討をして参りたいと思います。以上です。 

○高 坂 委 員  委員長。 

○今村委員長  高坂委員。 

○高 坂 委 員  その気持ちはわかるんですけどね、現場の報告だけ受けてどういう事

業をしていこうかじゃなく、こういう問題提起があったら速やかに市教

委として現地へ行って、調査をすることが必要じゃないですか。 

○上川教育総務課長  委員長。 

○今村委員長  上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  もちろん調査はさせていただきます。 

○今村委員長  それでは、質疑に入る前に午前中の最後の入本議員さんの質疑の点を、

市長に答弁をしていただきたいと思います。 

児玉市長。 

○児 玉 市 長  将来、本年の市長としての教育方針の指示をどのようにしたかという
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ようなご質疑ではなかったかと思いますし、今後の市の行政と併せて教

育の方向性についてと、こういうことであったと思います。今まではそ

れぞれ合併前の町村というのは、教育行政については可部の教育事務所

を中心にしておったということでございますが、今度新しく市に合併し

ましてから、今度は市の教育委員会がかなりの部分を担っていくと、こ

ういうことになるわけでございます。したがって、特に県の教育委員会

からの派遣も受けながら、今までの町村で力の足りなかった、特に教育

の現場の分野については対応していくと、こういう措置を取っておりま

して、現在県からの派遣を受けておると、このような状況でございまし

て、何とかこれで対応ができるんではないかと、このように考えており

ますが、まだまだ改善の余地はあると、このように考えておるところで

ございます。 

社会教育の問題につきましては、今までも社会教育というのはかなり

の分野をそれぞれの町村の教育委員会で担ってきておるわけでございま

すが、その問題についても充実を図っていきたいと、このように考えて

おるわけでございます。特に今後の課題としては、地域振興会を中心に

したまちづくりを行う中で、生涯教育の部分と、この地域振興会がうま

くかみ合わないと、本来のまちづくりにならないという問題がございま

すので、そこらを今後早く本来の目的に沿うような体制にしていくとい

うことが、課せられた課題であろうと、このように考えておるところで

ございます。 

○入 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  この文教の席にですね、こうして執行部の市長がみえられたいうのは、

私、旧町ではなかったことで、非常に今後の施政方針を聞いてもですね、

やはり今から先ほど市長も言われましたような、振興会を中心とした動

きも要るということはですね、この教育委員会には、やっぱし支援子育

てにしてもですね、福祉保健部が必要であろうと思いますし、また人権

については市民部も必要だと思うし、それから先ほど言われました通学

の問題とか、それから生涯学習については自治振興部とか、そういうプ

ロジェクトが当然必要になってくるんじゃないかと、私は思うわけなん

ですよね。施政方針を聞くと、こういうプロジェクトをつくってですね、

教育の協力の協の教育というのと、協働という言葉を市長さんお使いに

なっておられるんですけども、確かにこれも執行部側もこれが必要にな

ってきたんではないかというように、私は以前から思っておるわけなん

ですが、特にこれだけの大きな地域をやっていく場合には、やはりお互

いの利便性、また過疎化となっとる学校の規模等、鑑みました時に、ど

の程度の対応が、将来10年計画においてですね、学校計画と少子化対策

として、人口増の計画等がやっていかなきゃならない大きな問題があろ

うかと思うんですが、市長としては今、将来ということでなしに、早急

に全体をですね、考えた場合に、教育を考えた場合に、生涯学習を考え
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た場合に、そういうプロジェクトが必要だと思うんですが、市長として

はそういう幼稚園の統廃合、小学校の統合等を含めてですね、先ほどか

ら施設の関連でプールとか学校の施設、給食の問題もですね、甲田は給

食センターもないわけなんですが、そこらの経費の削減と、また経費削

減ばっかりじゃなくて、経費がかかっても子育てには必要なものは福祉

と同じように多大な経費をかけてでも、将来の宝であるという、邑の宝

であるというとこからみてもですね、かけなきゃならない部分があると

思うんですが、そこらの意気込みいうんですか、市長としてのお考えを

伺いたいと思います。 

○今村委員長  市長、答弁をお願いします。 

○児 玉 市 長  今、入本議員おっしゃるとおり、正しくそのとおりでありますし、私

もそのように考えておるわけでございます。特に今後の安芸高田市のソ

フト事業を担う分はですね、これはもう教育委員会が大きなウェイトを

占めるというように考えております。そういうソフトの充実なくして、

いい市はできないというように考えておりますので、そういう点では先

ほどおっしゃったように、幼児教育の問題については幼保一元化の問題

もございますし、人権を守る問題については社会教育と市民部との関係、

すべて関わりがあるわけでございまして、そういう点では十分な連携が

取れるように、我々も具体的な方法を考えていきたいと、このように考

えております。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○鳴 石 委 員  委員長。 

○今村委員長  鳴石委員。 

○鳴 石 委 員  19ページの分担金及び負担金、節で保護者負担金277万2,000円、幼稚

園保護者負担金とありますが、合併前に向原町では保育所と幼稚園があ

りました。眞田町長は、今度合併をするんだから幼保一元化といって、

この幼稚園をなくさにゃいけんと。保育園一本でいくんだというかたち

で幼稚園をなくしたわけです。合併をしてこうして議会へ臨み、予算書

をみさせてもらいますと幼稚園が現存をしとるところがある。そういう

ことにおなりますと、なぜせっかく向原は旧町は、今まであった幼稚園

をなくする方向へ持ってったんだろうか。そこら私ちょっと納得がいか

ないんです。やはり幼稚園を望まれる保護者の方もあるわけですから、

厚生省と文部省の管轄ということで違いますが、それぞれ｢うちは遅く

まで働く。面倒みてもらえたいから保育所へ預けたい｣｢うちの子どもは

文部省の管轄の幼稚園へ入れたい｣という親の希望というのはあるわけ

なんです。｢それはあんた方の町長がそういうようにしたんだから、知

らんよ｣と、そう言われればそうなんですけど、この吉田町では現在と

して幼稚園があると。 

それと、保育料の幼稚園も一緒であろうと思うんですが、未納分があ

ると。幼稚園がある旧幼稚園があったとこで、現在あるところの14年度

3月末ですか、吉田町は439万1,480円ということがありますが、幼稚園
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分の滞納がいくらあるんですか。これには。ですから向原は幼稚園をな

くしたということは、どういう指導でなくしたんか。吉田はどういうこ

とからこの幼稚園を残しておるんだと。それと保育料の滞納、大体保育

料は他のことは滞納しても子どもの保育料だけは滞納しちゃいけんよと

いう気持ちに親はなるもんですが、向原はゼロということは、どこらが

やっぱり原因があるんか。ただ、督促だけ送っただけにしとるんか。私

はこの後に、担当者に聞きますと、保育園の園長、副園長が各園児のと

ころに行って、｢合併するんだから迷惑をかけちゃいけんから、納めて

下さいよ｣と言って納めてもらったと言うんです。そこらの差がやっぱ

りこのゼロということになっとるんじゃないか。これは取り組みの問題

と思うんです。それから少し古いんですが、15年9月10日の中国新聞に

学校二日制36％が否定的ということが出ておりました。これはちょっと

問題だなと。五日制にするというときは、家庭でふれ合う時間が増えて

非常にいいことなんだと、導入当時は言われておったわけです。これが

否定の肯定を上回るというかたちで出ております。家族と過ごす時間が

増えた38％、生活にゆとりができた28％、遊びや趣味の時間が増えた2

6％などだったが、心配な点は一人で過ごす時間が増えすぎた。学力が

低下した。子どもが何もすることがない。こういうことが24から21％に

上がっていったということがあるんですが、旧町、また安芸高田市にな

ってどういうかたちになって、どういう対応が取られているのか。こう

いう結果に対して。以上の点をお願いします。 

○田丸吉田幼稚園長  委員長。 

○今村委員長  田丸吉田幼稚園長。 

○田丸吉田幼稚園長  はい。ただ今の質問でございますが、幼稚園の保育料の滞納はゼロ

でございます。 

○佐藤教育長  委員長。 

○今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  向原で幼稚園をなくされた理由ということについては、私もしかとは

聞いておりませんけども、鳴石議員は向原の議員だったので多分相談も

あったんじゃないかというふうに思いながら、なんでそこまで話がいか

なんだんかという思いがありますけども、保育園が残っとるということ

について言えば、保育をしてもらいたいという保護者の気持ちが多くあ

って、幼稚園を成り立たせるにはそれなりの人員と施設設備が要るとい

うようなことを、総合的に勘案をされて幼稚園を廃止して保育園に一本

化されたんではなかろうかなと、推測をする域しかございませんけども、

具体的なそういうバトンタッチを引き受けていないというので、私とし

てはその程度しかお答えができません。もし、足らなんだらご容赦いた

だきたいと思います。 

次に、学校週五日制についての問題点でございます。学校週五日制と

うことを、以前ですね、10年前は働き過ぎであるとか、勤めすぎである

とかというような問題が日本全国でありましてですね、もっともっと子
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どもたちにゆとりを持たせて、そして家庭、地域、学校がそれぞれの責

任を果たす中で、子育てというものをしていかなくてはならないと。そ

の中で特に体験ということを重視しようじゃないかというような、日本

全体としての背景がございました。10年かけてですね、学校週五日制を

導入するということについての論議があったわけでありますが、その10

年間に社会情勢が大きく変わりまして、もう国際競争の中でそんなこと

をやっておったら国際競争力に負けるんじゃないかとか、あるいは生徒

指導上の問題がいろいろ出て参りまして、学校週五日制になったら本当

に子どもたちは健やかに育つんだろうか、いうような疑問が出てですね、

各方面から学校週五日制についての関心を持たれたということは事実で

ございます。したがって、それじゃあ広島県内、あるいはそれぞれの学

校の学力とかいうものはどうなっとるんだろうかということで、広島県

は市町村教育委員会と連携を取ってですね、何をやったかと言いますと、

基礎基本定着状況調査をして学力の実態がどのようになっとるんだろう

かということも把握すると同時に、家庭や地域、そして学校がお互いに

果たす役割は何かということで、生涯学習審議会の方から今後の家庭教

育の在り方ということについての答申を出されて、先ほど予算の中にあ

りましたように、県の支出金の中で地域と学校が連携協力した奉仕体験

活動推進事業委託金というような制度もつくりながら、いろいろまちや

らなんかの行事があるのに、子どもたちも参加しやすいような方法も講

じていこうという方法を取ったわけであります。今日ですね、その導入

後評価が良くないじゃないかということでありますけども、評価が良く

ないと言いながらですね、それぞれの家庭地域がどのようにやっていけ

ばいいかということについて、本気で考えていかなくてはならない時期

にきておるんじゃないだろうかなという気がしております。それで、か

がやきプランの中でも特に学校週五日制の導入の中で、ゆとりもあると

いう状況の中で、家庭の中でいうたらお父さんの学校教育への参加とい

うことを、それぞれの学校でもう少し呼びかけをしたりなんかして、そ

こで父親の家庭教育参加ということも言いながら、本当の意味で家庭教

育の充実、あるいは地域との連携を含めた教育を進めていこうという、

今現在動きになっておると、私は考えておるわけでございます。学校週

五日制が実施されたということで、アンケートを取りますと、そういう

ふうな結果が出ておりますけども、全体的にはですね、初めて導入され

た時よりか、私はですね、全体的には学校週五日制が出てきたために、

することがなくて困ってですね、大変な状況になっておるとは思ってお

りません。それよりも今考えていかなくてはならないのは、家庭の中で

親父が親父のＰＴＡ活動への参加とかいうようなことについて、教育委

員会としてもですね、親父の解得いうようなことを積極的に作って下さ

いというような動きをしていかなくちゃいけんのじゃないかなというこ

とを思っておるとこです。だから予算の中でどんだけ反映できとるかと

いうことになりますと、予算の中では反映できておりませんけれども、
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そういうことを校長さんを通して話を進めていきたいと、このように思

っておりますし、地域の行事にもできるだけ参加するために地域の担当

者を学校の中で決めて下さいと。そして地域の行事にはできるだけ子ど

もたちが参加しやすいような方法を考えて下さいということもお願いを

しとるわけでございます。適切な回答になっておらないかと思いますけ

れども、五日制が実施されたということで関心を持たれた。持たれたた

めにですね、皆さんが本気に子どもの教育について考えたり、意見を述

べていただくようになったということは、私はあると思うんです。そう

いう点、我々もですね、本当の生の声をつぶさに聞きながら行政に活か

していきたいと思っております。以上でございます。 

○今村委員長  ここで、暫時休憩といたします。 

2時25分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後２時１４分 休憩 

午後２時２５分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○今村委員長  休憩を閉じて、再開といたします。 

市長が国道433の期成同盟会総会へ出席のため、議長とともに出席を

しておりますので欠席をされます。 

それでは、再開といたします。 

他に質疑はありませんか。 

○鳴 石 委 員  委員長。 

○今村委員長  鳴石委員。 

○鳴 石 委 員  はい。教育長の答弁は、合併前に保育所と幼稚園であるときにあれ

これ一時に済んだという時も、あんたもおったんではないかと言われま

すが、当時の町長は合併するんだから保育所へ行けば保育時間が長いと。

幼稚園は限られた時間で、これを合併するんだから保育所にまとめたが

ええんじゃないかと言うたわけなんよの。保育時間と保育料の時間と料

金との格差が非常に出てくるわけですが、私は幼稚園が存続しておった

ならば幼稚園へ入れたいという保護者は幼稚園へ入れますし、わしゃあ

銭、金じゃない、稼がにゃいけんのじゃから保育所へ長く預かってもら

いたいという保護者はそっちへ入れると思うんです。選択ができるわけ

です。合併するから一つにせんにゃいけんという、合併してなかったら

二つあると思うんです。私は向原でそういうかたちで一つにしながら、

この吉田町では存続しておるということは、これはどういうことかいの

と、疑念を持ったわけなんです。できれば幼稚園が置かれるんだったら、

今でも置いとったがええと思うんです。非常にこの保育料に時間の差が

あるとしても、ずいぶん得しますから、幼稚園へ行かせれば、経済的に

も。以上です。 

○沖野教育参事  委員長。 

○今村委員長  沖野教育参事。 
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○沖野教育参事  まず、幼稚園とですね、保育所の違いの中で、幼稚園につきましては、

4時間を標準として39週ということで園長先生が決められたいうことに

なっておりますし、保育所につきましては8時間を標準として300日とい

うようなところが標準として出ておると思います。それで、向原町のこ

ばと園の場合に、保育部というのと幼稚園部というのがあったと思うん

です。保育園部の方はゼロ歳から3歳までということで、4歳になったら

自動的に幼稚園部の方に行かれていたというふうに記憶をしております。

しかもですね、4歳からという中で幼稚園部の方はですね、大体2時ぐら

いまでだったようでございますけども、それから保育園部の方へ繋いで

ですね、6時ぐらいまでおられたというようなことがあって、実態とす

れば保育所のようなかたちであったというふうに、私は記憶をしており

ます。以上でございます。それで一つにされたんではないかということ

です。 

○鳴 石 委 員  委員長。 

○今村委員長  鳴石委員。 

○鳴 石 委 員  保育所一本になってもなぜ上におる子を下に降ろしょうるんですよ。

3時なら3時以降になる子どもは、下に降ろすと。ということは保育所施

設の関係で保護者が迎えに来た時に非常に上へおったんじゃあ不便であ

るということから、下へ降ろしていくと。雨降りなんかでも大変じゃい

うことが、園長さんも言われておりました。保育所があるから、幼稚園

だからということでなしに、そこらは幼稚園と言いながら保育所のよう

なかたちでもあるし、ということもあったけど、このかたちとしては向

原のやり方が存続すれば、経済的には非常に幼稚園へ4歳、5歳ですか、

5歳、6歳ですか、行かすから経済的にはずっと楽になるんですよ。経済

的には。幼稚園の保育単価ですか、保育料になるから。保育とはあんま

り言わんのかしらんが。そういう面で、脱法的なものもあったかもしら

ないが、経済的には高い保育料を払って全部払わんにゃいけにょうにな

ったという結果になっとるんです。私は前の制度があった方が良かった

んじゃないかと。しかし、向原町長は非常に真面目なですから、こうい

うことも合併協で決まったんじゃ、こうせんにゃいけんのじゃいうかた

ちで、保護者が納得する、せんはなしに、もうするんだという行政が言

えば応じざるをえないと。もう少し児玉市長のちょっとここらを分けて

もろうたらえかったんじゃないかのうと、つくづくこうやってこの予算

審議の中で思っているところです。以上です。 

○今村委員長  それでは質疑を続けます。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  私思うのに先の教育長の答弁ではですね、この委員会としては納得で

きませんよ。私はおらんかったんじゃから知らんと言っても、ちゃんと

安芸高田市の教育委員会というのは存在しとるわけで、教育長がおらに

ゃあ教育次長、あるいは課長とか、それぞれの教育委員会の立場として
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答弁してもらわんと、そりゃなるほど教育長はいらっしゃらないんで、

なるほど資料もないし、わからんかもわからんが、先の答弁じゃ納得で

きませんよ。というのはですね、先ほどからの問題ですが、要するに幼

稚園は文部省の私学振興室がオッケーせんにゃいけんわけでしょ。県へ、

例えば町が幼稚園を新設したい言うたら。ただ、保育園は要するに厚生

省の家庭支援室が当然児童福祉の問題とか、あるいは男女共同参画の問

題とか、福祉の充実について、当然行政にやりんさいよという指導の問

題。幼稚園はちゃんと申請しなければ放っておいてもやりなさいという

のはひとつも言わん。だから最後の詰めの時に、やはり県の私学振興室

へ行って、うちは止めますよと、ほいじゃあ止めなさいやと許可になっ

とると思うんです。だから私は向原でないんで合併した分は3月31日で

はないですよ。3月1日に安芸高田市は合併しとるわけでしょ。現実的に

幼稚園と保育園が合併してなくなったのは3月31日じゃね。そしたら当

然3月1日に合併しとるわけですから、我々議会に対して何らかの方法で

｢こうこうこういうことで、向原の幼稚園と保育園は合併する処置をし

ました｣いうて言わにゃあ、予算が今回遅うなったけえじゃああるけど

も、私は暫定予算の中で質問をしたが、教育委員会としてまともな答弁

はなかったんで、あえて今日に思うんですよ。だから教育長がさっき同

僚議員の質問に対して｢私はおらんかったからこうだと思います｣と、思

いますじゃだめよ。やっぱり教育委員会としてこうこうこういうことで、

合併なら合併さぜるをえんかったいうことを、きしゃっと言うてくださ

いや。そうせんと、この委員会としての答弁にはなりませんよ。私はそ

う思います。以上です。 

○今村委員長  暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後２時３５分 休憩 

午後２時４５分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○今村委員長  休憩を閉じて、再開といたします。 

答弁を求めます。 

○佐藤教育長  委員長。 

○今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  合併後にですね、3月1日の合併後に幼稚園が閉園になって保育所にな

ったということについて、この委員会の方へ報告をきちっとしていなか

ったということについては、教育長としてお詫びをしたいと、このよう

に思います。ですから今後、そういうふうなことがありましたならば、

委員会の方へもきちんと報告をしたいと、こう思います。その間のいき

さつにつきましては、当時から今日までおります、教育分室の兼近の方

からお答えをさせてもらいます。 

○兼近分室長  委員長。 

○今村委員長  兼近分室長。 
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○兼近分室長  鳴石議員さんのご質問でございますが、向原町におきましては合併

協定書の中で、合併したときには本来の姿であります幼稚園は、朝10時

から2時までとなるので、これでは保護者の方が困るということで、向

原町はゼロ歳から5歳まで受け入れておりましたが、3歳までは保育所で

保育し、4歳、5歳については強制的に幼稚園の方へ送っております。金

額のことですが、幼稚園は月額2万5,000円の幼稚園の保育料をいただい

ておりました。これも所得に応じて町の方から補助をし、所得のゼロの

方について、ない方については、保育料のゼロの方もおられました。保

育園の方につきましても、所得に応じて町の方が補助をいたしておりま

した。ですから、先ほど鳴石議員さんも言われましたが、ちょっと闇的

な運営といいますか、そういう方法も取っておりました。そういうこと

でございます。 

○新 出 委 員  委員長。 

○今村委員長  新出委員。 

○新 出 委 員  89ページになるんですが、保健体育費の中で学校給食費というのがあ

ります。これは元の旧町によりましては甲田町は学校独自、学校に給食

設備が付いてる、それから給食センター方式とか、調理場とかいうかた

ちでやってるわけなんですが、幸いこの何年かはＯ１５７のことはあま

り話題に載らないんですが、なにせ子どもたちの食事は安全が第一です

から、Ｏ１５７に対する対応ですよね、これ今全部給食のやり方が、違

うわけなんですが、その辺のところの対応の具体的なところでどういう

ふうに違うのか。それから今後Ｏ１５７のような強烈な食中毒に対する

対応は、どのようなかたちで継続されていくのか、その辺のところをお

願いいたします。 

○杉山学校教育課長  委員長。 

○今村委員長  杉山学校教育課長。 

○杉山学校教育課長  給食共同調理場のご質問でございますが、今ご質問のようにですね、

各町の実態がそれぞれ違っております。中身につきましては小中学校の

給食を作っておられる調理場、あるいは幼稚園とか保育所の調理までも

やっておられるということで、それぞれ実態が違っておりますし、職員

さんの雇用の仕方も正規の職員さん、非常勤嘱託さん等で調理をされて

おるというようなことがあります。この問題につきましてもですね、ま

だ合併して間もないんでございますが、各共同調理場の実態を調査して、

この方法がすべていいのかどうか、そこらも検討していきたいというふ

うに、今考えておるわけでございます。また、Ｏ１５７等の食中毒の件

につきましてはですね、保健所等の連絡体制を密にいたしまして防止に

取り組んでいきたいというふうに考えておりますし、施設も老朽化した

施設もありますので、それも含めて調査研究していって今年中には課題

を整理したいというふうに考えております。以上です。 

○青 原 委 員  委員長。 

○今村委員長  青原委員。 
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○青 原 委 員  はい。今の学校給食のことで関連はしとるんですが、ただ1点、私が

疑問に思うのは、総務部長か誰かが言われたと思うんですが、嘱託員さ

んは1年でもう替わってもらうというような約束事があるように聞いと

るんですが、今の給食の調理委員さんですよね、あの方たちの処遇はど

ういうふうになるのか、どういうふうに考えておられるのか、ある程度

技術職になると思うんで。それと子どもたちに同じような味付けの調理

で食べさせてやりたいと。満足しとるだろうと思うんで、そこらの考え

方をひとつお聞かせ願えればと思います。 

○杉山学校教育課長  委員長。 

○今村委員長  杉山学校教育課長。 

○杉山学校教育課長  非常勤嘱託の関係のご質問であろうと思いますけど、現在のところ、

合併協からは現状維持で引き継ぐいうことで引き受けさせていただいて、

今年度そのように委嘱状をだしておりますけど、来年度以降につきまし

てはですね、先ほど答弁しましたようなものの考えましてですね、この

ままでいいのか、ある程度改善していく必要があるのか、それは今後の

課題として研究させていただきたいというように考えております。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  浮田です。教育長にもう一度お願いをしておきます。先ほど例の向原

の問題でですね、兼近さんの答弁で、合併までのいきさつについては理

解できました。ただ、向原が合併までにそういう手順をとってやってき

たいうとこまでは私は理解しますが、そっから先ですね、合併時の問題

について、おそらく憶測ですが町長間ではきちっとした話し合いもつき、

きちっと協定ができとったんであろうというふうには理解はします。し

ますがですね、これは議会でありますんで、そのように思うとったとか、

そのように解釈するというわけにいきません。だから今の現時点での答

弁がどうも難しいようでございますので、過去の事実をちゃんとして調

査した上でですね、こういう教育委員会の統一見解を求めて発表してい

ただきたいということをお願いしておきます。以上です。 

○佐藤教育長  委員長。 

○今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  ただ今の要望でございますけれども、過去のいきさつについてきちん

とまとめて、そして文教委員会の方へ文書で提出をするということでご

ざいました。だから文書でまとめるといいますのは、過去向原町の中で

どういう議論をされて、そしてどういうふうに決まって、今日に至っと

るんだということを文書にまとめるということですか。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  向原のですね対応については、私は理解できとります。できとります

が、ただ教育委員会としてそこらを踏まえてですね、こういうかたちの
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中で、ぴしっとこのようになったと。先ほどから明確な答弁があれば私

はこんなこと求めませんよ。ただ、教育長として私はおらんかったんだ

とか、あるいはそれぞれの担当課長があんだけいらっしゃるのに明確な

答弁をいただいておりません。ただ、兼近さんの合併までのいきさつ、

向原の対応については十分理解できとる。そっからこっちが私は納得で

きない点があるんで、きちっとこの点は議事録に残りますんで、文教委

員会として曖昧な態度で放っておったよということは、私は好きません。

やっぱりぴしっとした、自分が納得いくことが、当然議事録になっとか

んにゃいけませんので、そこらの問題について、きしっとしたまとめ方

をして欲しいということです。 

○佐藤教育長  委員長。 

○今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  それでは、言われました趣旨について、もう一遍確認させてもらいた

いと思います。書いたとしてもですね、趣旨に沿わないことだったら意

味がございませんので、確認させてもらいたいと思いますが、教育委員

会として、そのように決まったということについて、文教委員会の方へ

きちんとした報告ができていなかったということのいきさつについて、

文書にして提出をしてもらいたい、文教委員長の方へ提出してもらいた

いいうことでございますか。そのように解釈したらよろしいですか。 

○浮 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  浮田委員。 

○浮 田 委 員  そこまで私くどくど言いませんが、現時点で要するに教育委員会とし

てですね、こうこうこういうことであったといったですね、教育委員会

としての、統一した答弁があれば、私はそこまで求めませんが、どうも

今までのいきさつからすると教育委員会としての統一した答弁にはなっ

てないんじゃないかというふうに思いますんで、そこを求めとるわけで

す。 

○佐藤教育長  委員長。 

○今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  それでしたら、そういうことについての文書をまとめたいと思います。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○望 月 委 員  委員長。 

○今村委員長  望月委員。 

○望 月 委 員  望月です。ただ今同僚議員からそれぞれについての内容の疑問点と

かいうことが質問され、ほとんどすべて理解とまではいきませんがわか

ったつもりでありますが、ここの予算書の説明欄ですよね、これが普通

のあれならええんですが、少なくとも文教については専門委員会ですか

らもっと別冊でもいいですから、何ページの何はどういう趣旨のもんで

あるという説明が、もうちょっと詳しくしてもらえればありがたいんで

す。でないと、先程来のいろいろ数字を、どこがなんぼ、どこがなんぼ、

これがこうなって合計でこの金額であるという説明は受けましたが、も
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しできるならば、もうちょっと詳細な説明が欲しい。印刷したもんが欲

しいんですが。できればお願いします。 

○今村委員長  答弁は今必要ないですね。 

○望 月 委 員  答弁はよろしいです。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○入 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  昨今の子どもの犯罪とか事故とかありまして、前日の文教の委員会

の中で県の指定とか、国の指定で11校が受けとるわけですが、特に市と

してですね、統一した道徳とか生徒指導とかいうのは全校に小中併せて

やっとられる思うんですが、そういう予算化されてそういう講師とかで

すね、その方法とかがありましたら、またなければ先ほど同僚議員が予

算の中で、これは168万、これはゼロなんです。この支援事業なんかが

ですね、有効的に使わねばいけない。そういう指導もしてもいいんじゃ

ないかと、面倒くさいけえせんのじゃと。大変現場とすればそういう指

定校を受けると非常に授業に差し支えたり、ある学校では運動会を繰り

上げて秋にしよったものを、春にせにゃあいけんかったりとか、問題が

現実にはありますけど、教育現場として、また制度としてやはり健全な

指導ということになりますと、国、県、市としてもですね、指定校より

か全校に対して特に生徒指導、道徳指導がですね、今、叫ばれとる中で

ですね、どのように予算の中に落とし込んであれば失礼な発言なんです

が、その辺について伺うものでございます。 

○杉山学校教育課長  委員長。 

○今村委員長  杉山学校教育課長。 

○杉山学校教育課長  いろんな予算の中身についてでございますけど、先ほど教育長の方か

らもありましたようにですね、教育方針に基づきまして予算書もある程

度調整させていただいております。各校の関係でございますが、道徳教

育にいたしますと、心にひびく道徳教育の創造というような関係で予算

化もさせていただいておりますし、先ほど指定校の問題もありましたが、

指定校の学校も含めて全校がそういう問題に取り組むように、それぞれ

報償費等組んで、各校へ配布しておりますので、その中でそれぞれの学

校が道徳教育充実についてですね、やっていただくように、教育委員会

としてもお願いをしているところでございます。以上です。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○鳴 石 委 員  委員長。 

○今村委員長  鳴石委員。 

○鳴 石 委 員  合併する前は各自治体で各地域の特色ある教育というものが、それ

ぞれ専門的に特色あるものをされていたと思うんですよ。今度も安芸高

田市はひとつという、市管内の教育でありますから、特色あるあっちな、

こっちな、そりゃあ神楽をするとか、花を咲かすとか、そういうのはあ

っても、教育という面については平均したもんでないといけん思うんで
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す。それで各旧町からみると、図書館、まちまちの、充実したとこも、

図書館と言えるようなとこではないとこもあると思うんですが、この旧

町でずっと引き上げていかなければならないまちいうたら、どこがあり

ますか。ＡＢＣで上げていくと。まず、低いとこを上げていかんにゃい

けんでしょ。例を挙げれば、旧向原町では上下排水が完備をしておりま

すから、もうすることがないわけですから、美土里、高宮、できてない

ところを上げていくということになるんです。そのように教育、各自治

体でどうなっとるから、これを水準を平均化していくためには、どの旧

町を上げていかにゃいけんか。 

○沖野教育参事  委員長。 

○今村委員長  沖野教育参事。 

○沖野教育参事  町の名前でですね、どこを挙げるというのか非常に難しゅうございま

してですね、それよりも小学校13校、中学校6校ございますけども、そ

の中で例えば雨漏りがしとればいうとこが、実際にあるわけですので、

施設設備の充実、さらには先ほどから出ております耐震診断ですね、学

校は安全な場所でなければならないということからみますと、そういっ

たところに、まずは最低限の部分はですね、きちっとやっていかなきゃ

ならないんじゃないかというふうに思っておりまして、どの町がという

よりも、それぞれの学校で考えていくべきじゃないかなというふうに思

っております。 

○佐藤教育長  委員長。 

○今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  各町、あるいは学校によってそれぞれ個性があるということは事実で

ございます。それで、今、どこがどういうふうになっとるかということ

で、教育内容でみましたら、基礎基本定着状況調査という一つのスライ

スという側面でサーっとみて、どこの学校がどういうようになっとるか

と。体力テスト等を体力運動能力テストという共通なものがありますか

ら、それをやる中で、そこは伸びておるとか、あるいはその学年が陥没

しようるとか、ということについては、わかるように現在はなっており

ます。それぞれの学校の課題が何があるかと。施設設備については学校

長だけの判断ではとてもじゃないができんところがありますから、耐震

診断ということをやりながら考えていったり、雨漏りなんかについては、

当面そこでやるということで、いろんな施設設備の問題で19校ある学校

をみていくわけですが、基本的にはですね、私はこう思うとるんです。

まずは学校でなければどうしてもできないことについては、学校が責任

を持ってそれを果たすようなことをやってもらいたい。それは何かとい

うたら、これはやっぱり基礎基本的な読み書き計算をはじめとするよう

な、基礎的な力をきちんとつけていく。それが落ちておるところはそれ

なりに頑張っていく。それをきちんと見るために、基礎基本定着状況調

査をやったことについては、その成果についてはオープンにしていって、

そして自分らの改善策を考えてもらうというようにしていきたいと、こ
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のように思っておるとこであります。だから、一つひとつの要因につい

てですね、ここがどうで、ここがどうでというようなことは、それはや

ってできんことはないと思いますが、やってそれがですね、学年によっ

ても違ったりすることがありますので一概には言えんと思います。問題

は何かと。学校がどれだけ今の課題を把握して、自分の学校の力をフル

に活用してから、これを変えていくかということの力、それを支援して

いくことが、我々として大事なことじゃなかろうかなというようにも思

いますし、指定校等を受けて、そこで先進的に研究をするという場合に

は、そこの先進的な研究するための支援を教育委員会としてやっていく。

例えて言うならば、道徳教育についてうちの学校は今までの指導を受け

たんでは物足りないということがあれば、先進校の視察をするだけの旅

費もできるような確保も進めていくということをやりながら、全体をレ

ベルアップしていきたいと、このように思っておるところであります。

おかげでそれぞれの学校は、校長先生、学校経営計画というものを立て

られまして、うちの学校では例えば、基礎基本定着状況調査の通過率が

県が60％平均しておるならば、昨年度うちは59でやったというならば、

少なし63ぐらいにはしていくとか、あるいは体力運動能力調査をやって

みて、全国比較、あるいは広島県と比較をするなかで自分のとこはこう

いうもうちょっと、3秒間ほど縮めていきたいと、そのために休憩時間

等を利用して強化体育をするとかですね、そういうふうなことを私は進

めていきたいと、このように思って、それぞれの学校の、どの程度の陥

没しとるかいうことをオープンにしながらですね、やるということにつ

いては、私は教育委員会としてはですね、それよりも校長さんが頑張っ

てくれることを応援することで進めていきたいと思っております。以上

です。 

○鳴 石 委 員  委員長。 

○今村委員長  鳴石委員。 

○鳴 石 委 員  私は文教委員会ということになりまして、まず各地域にある学校施

設環境をみることが第1番じゃないかと思ったんです。そうしますとま

だいろいろ年度初めにもなるし、忙しいからということで合併をしても

3月1日から6月も7月に入って。3ヶ月過ぎとるわけなんです。新聞を見

ますと、三次市は選挙が終わって1ヶ月も経たない内に新議員が合併し

た町を大体まわってみとると。合併した町は、吉舎はどうか、三良坂は

どうか、君田は。大体この地形とか状況いうのをみれば、大体判断がで

きますから政治の重点をどうすりゃあええ、こうすりゃあええいうこと

がわかるわけなんです。私はまず文教委員は学校へまず行ってみると。

教室へ入って茶を飲むとかどうとかいうことは別にして、飲まんでもい

いんです。校庭でくるっとまわってみて、この大体学校は交通の便、環

境とかいろんな面でわかるわけですから。なぜ早くしないんか。事務が

あれこれ忙しいけえ、中へ入って接待して話をする、そういうことは私

はどうでもええんですよ、そういうことは。10分そこら校庭の学校の位
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置なんかで、大体どうなんかいうことは感じられるんです。なぜそうい

うことをしないんか。口じゃああれこれあれこれ言われるが、やはりこ

の議員の皆さんにどういう位置に学校があるんだ、そういうことを見て

いただいて、それからあれこれの論議をしてもらうということは、まず

早くされるべきではなかったかと思うんです。以上です。 

○今村委員長  ただ今の発言でございますが、委員会サイドの問題だと思いますので、

この件につきましては緊急にですね、この委員会サイドで対応したいと

思いますが、それでよろしゅうございますか。 

○鳴 石 委 員  委員長。 

○今村委員長  鳴石委員。 

○鳴 石 委 員  委員会サイドと言われますが、学校側が忙しいんだと言われたんで

すから。委員長から私が聞いとるには、学校が忙しいと言うんだからと。

これ、委員会のサイドじゃないですよ。学校側は教育委員会側が受けよ

うとしないと。私は｢受けて下さい｣ということになっとったら行っとる

と思うんです。委員会のサイドじゃないと思うんです。こっちの議会の

委員会じゃない。問題は教育委員会のサイドです。 

○今村委員長  それでは、学校教育課の方とですね、早急に調整をいたしまして、こ

れには対応したいと思いますので、それでよろしゅうございますか。 

○鳴 石 委 員  早くせんと、11月で任期がなくなりますから。ますます延長になりそ

うな。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○入 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  子どもの夢を育てるというなかに、私はどっちかいえば体育系なん

ですが、現在、ここにもかがやきプランの中に部活の充実ということが

あるんですが、現在、団体競技ができない学校区ができたりですね、同

じ市の中でも部のあったりなかったりとか、先ほど話題になっておりま

すサッカーとか、ハンドボールとかというのは、ない学校もあればある

学校もあると。同じソフトでも女性の方があったんですが、人数の少数

でできなくなったと、そういう中でここに通学の区域の取り扱いがある

わけなんですが、これは予算とは直接関係ないかもわかりませんけど、

そういう生徒には交通費の負担とかいうことも、かけるかもわかりませ

んけども、原則として現行通り新市というかたちになっておりますけど、

子どもに将来の夢を与えるということになりますと、やはりサッカーを

してみたいと言うた時には、学校区ではちょっと難しい点もあろうかと

思うんですが、そういう点についてはどのような展望をお持ちか、伺い

たいと思います。これは小学校でもですね、学校区が同じ町の際の時に

は隣の町の学校へ行った方が近いとか、いうケースも実際問題としてあ

るわけですが、この学校区制はどこらまで堅持されて、どこらまで包容

力を持たれるのか、判断を伺います。 

○佐藤教育長  委員長。 
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○今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  お答えをしたいと思います。先般の一般質問の前でも、こういうふう

な質問がございました。チームプレイをするクラブにおいてはですね、

生徒数がどんどん少なくなる中で、チームとしての維持ができないとい

うような状況が生まれてきて、廃部にしなければならないというような

こともあるというのも事実でございます。自分が学校長であった時もで

すね、いつまでこのクラブが続くんだろうかということを心配をしまし

た。当時はですね、中体連で他校との連携によって県大会へ出場すると

いうことは、なかなか認められていないということもありましたが、今

日は、例えばＡ中学校とＢ中学校でそれぞれ選手が出て行ってですね、

そして一つのチームで出て行くということも、中体連としては可能にな

ったと。そういう道が開かれたということについて言えば、それぞれ学

校で頑張ればですね、県の大会、あるいはいろんな会も参加できるとい

うことになりました。それだけではチームとしての力が結束できないと

いうことがありまして、通学区域の自由化についてですね、特に中学校

はそういうふうな課題もありますから、早期にですね、通学区域の適正

化の検討委員会的なものをですね、作っていって、｢今日言われたから

明日自由化しますよ、ええことですからやりますよ｣というわけには、

ちょっといかんだろうと思います。それで、準備会みたいなのを開いた

り、あるいは検討委員会みたいなのを開いて、早急にこの問題について

安芸高田市として考えていかなければならないと、このように思ってお

りますので、またその時にはお知恵を借りたいと思います。以上でござ

います。 

○今村委員長  他に質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

質疑なしと認め、以上で教育委員会事務局所管予算に対する質疑を終

了いたします。 

なお、先に出ておりました負担金補助金の説明資料、学校管理に関す

る説明資料、後日でよろしゅうございますので当局で資料まとめをお願

いし、提出を願いたいと思います。 

併せて、教育委員会としての向原の幼稚園廃止に伴う統一見解の件も、

よろしくお願いいたします。 

暫時休憩といたします。 

〔暫時休憩、執行部退席〕 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後３時１３分 休憩 

午後３時２０分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○今村委員長  休憩を閉じて、再開といたします。 

事務局長より、今後の流れについて報告をいたさせます。 

増本事務局長。 
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○増本事務局長  失礼いたします。大変お疲れのところ、もう少しお願いしたいと思い

ます。 

すべての審議を終了しましたので、これよりこの小委員会としての常

任委員会の討論をしていただきまして、最初に反対討論、それから賛成

討論。そして討論を終結いただきまして、この一般会計予算の内の文教

常任委員会の予算についての、意見を付すべき事項がございましたら、

それを委員長さんがお諮りされます。なければ意見なしで原案のとおり

決することの採決をいただくということで、原案のとおり可決すべきも

のとして決された場合に、この常任委員会を閉会するということになり

ます。すべてがいけば5分程度で終了するかと思いますのでよろしくお

願いいたします。以上でございます。 

○今村委員長  それでは、これより討論に入ります。 

まず本案に対する反対討論の発言を許します。 

討論はありませんか。 

  〔討論なし〕 

反対討論なしと認めます。 

次に本案に対する賛成討論の発言を許します。 

討論はありませんか。 

○入 本 委 員  委員長。 

○今村委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  予算につきましては、各分室長をはじめ、いろいろと検討されてい

ることと思いまして、非常にこの予算でよろしいと思いますけど、将来

にわたっては、市長の発言にもありましたように、ソフトとハードの面

がありますので、将来に向かって教育委員会の在り方の、市としてです

ね、長期展望に立った委員会を早急に立ち上げていただく検討委員会を

作っていただくということを付して、賛成をいたします。 

○今村委員長  他に討論はありませんか。 

          〔討論なし〕 

         討論なしと認めます。 

         これをもって、討論を終結いたします。 

○今村委員長  ここで、審査委託を受けました議案第37号、平成16年度安芸高田市一

般会計予算の内、文教常任委員会所管の予算について、意見を付すべき

事項あれば、ご意見をお願いをいたします。 

○鳴 石 委 員  委員長。 

○今村委員長  鳴石委員。 

○鳴 石 委 員  先も新聞報道で取り上げましたように、この解放団体の教育行政の介

入というのは、ずっとかたちは、以前とよりはなくなってきとると思う

んですが、この解放団体は解放同盟であろうと全解連であろうと、団体

の干渉を受けないと、こういう教育行政の独立した方向で進んでもらい

たいと思うんです。以上です。 

○今村委員長  他に意見はありませんか。 
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          〔意見なし〕 

○今村委員長  ただ今の鳴石委員の意見、解放団体の教育介入を許さない方向での在

り方についてを、意見として入れるかどうか、付すべきかどうか、お諮

りをいたします。 

○高 坂 委 員  委員長。 

○今村委員長  高坂委員。 

○高 坂 委 員  今の意見に対して反対的立場で意見を申し述べます。 

現実に則したことを明確にして欲しい。ただ、新聞紙上でよそがやっ

とるから、この安芸高田市もそれであるというような偏見を持ったこと

では、私は決してよくないんじゃないかということを、付け加えさせて

いただきます。 

○今村委員長  特に今のご意見に対して、他にご意見はありませんか。 

○鳴 石 委 員  委員長。 

○今村委員長  鳴石委員。 

○鳴 石 委 員  事実がないから、事実があってそれを挙げて言えという発言がありま

すが、こういう団体の干渉を受けないということは、そういう事故をし

たとか、ものを盗られたとか、盗られたから気を付けるんじゃないんで

す。盗られるまでにそういうことに関しては気を付ける。事故を起こす

前に、起こさないような正常な運転をしていくということが大切なんじ

ゃないかと思います。何らこのことを入れることによって、不都合であ

ると、事実を挙げんにゃあいけんということにはならんと。気を付けん

にゃいけんよと。 

○今村委員長  ここで、暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後３時２８分 休憩 

午後３時３２分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

○今村委員長  それでは、休憩を閉じて再開といたします。 

ただ今、解放団体の教育介入による干渉を受けない旨の意見を付すか

否かについて、採決をいたします。 

意見を付すべきだと思われる諸君は挙手を願います。 

 〔挙手少数〕 

では、意見を付さないことに賛成の方は挙手を願います。 

 〔挙手多数〕 

挙手多数。よって意見は付さないことに決定をいたしました。 

○今村委員長  これより、議案第37号を、挙手により採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

 〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 

よって議案第37号は、原案の通り可決すべきものと決しました。 

○今村委員長  以上で、予算審査小委員会として文教常任委員会に審査委託されまし
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た議案の審査は、全部終了いたしました。なお、委員長報告書の作成に

ついては、私にご一任いただきたいと思います。 

以上で、文教常任委員会の議事は全部終了いたしました。 

以上をもって、文教常任委員会を閉会といたします。 

ご苦労様でございました。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後３時３５分 閉会 


